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【高畠町ホームページ】http ://www.town.takahata .yamagata . jp
【高畠町 Faceboo k】https://www.facebook.com/town.takahata

□高畠町功労者表彰式
□雪道の安全確保のため除雪作業にご協力ください
□町の財政状況をお知らせします
□まちづくりトーク　質問＆回答

Topic

町指定文化財

玉龍院五百羅漢像
その歴史初の修復作業

Public relations of Takahata-town,Yamagata in Japan

人口と世帯数

11 月１日現在

人口 24,095 人

男 11,727 人

女 12,368 人

世帯数 7,545 世帯

®

【高畠町ホームページ】高畠町ホームページ】

写真：修復家  岡田  靖  さん
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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　

昭
和
51
年
に
高
畠
町
統
計
調
査
員

と
し
て
任
命
さ
れ
て
以
来
、
40
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
、
正
確
か
つ
迅
速
な
調
査
に
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

安
達 

昌
市
さ
ん

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
高
畠
町
功

労
者
表
彰
式
と
第
36
回
高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
席
上
、

各
種
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

鈴
木 

宮
勢
さ
ん

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
62
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
29
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務
を

遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

佐
藤 
秀
一
さ
ん

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
63
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
28
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務
を

遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

堀
川 

昭
一
さ
ん

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
平

成
元
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
27
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務
を

遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

長
谷
川 

平
内
さ
ん

　

平
成
16
年
10
月
に
高
畠
町
教
育
委

員
会
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
ま
た

平
成
23
年
10
月
か
ら
は
、
同
教
育
委

員
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
28
年
９
月

に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
12
年
間
、
本

町
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
町
立
高
畠
中
学
校
の

建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
功
労

感
謝
状
贈
呈

　

昭
和
51
年
に
高
畠
町
統
計
調
査
員

と
し
て
任
命
さ
れ
て
以
来
、
40
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
、
正
確
か
つ
迅
速
な
調
査
に
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
田 

利
男
さ
ん

　

屋
代
児
童
館
に
お
い
て
、
16
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
年
８
回
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
年
長
児
を
対
象
と
し
た

「
お
茶
教
室
」
を
通
じ
子
ど
も
た
ち

の
情
操
教
育
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

河
合 

千
佳
子
さ
ん

　

町
立
糠
野
目
小
学
校
に
対
し
、
10
年
以
上

の
永
き
に
わ
た
り
児
童
用
図
書
の
購
入
費
と

し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
、
当
校
の
教
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

田
ヶ
谷 

雅
夫
さ
ん

　

町
立
高
畠
中
学
校
校
歌
の
制
定
に
あ
た

り
、
我
が
町
の
四
季
の
情
景
と
未
来
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
作
詞
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

た
き
の 

え
い
じ
さ
ん

　

町
立
高
畠
中
学
校
校
歌
の
制
定
に
あ
た

り
、
健
や
か
な
生
徒
の
育
み
を
願
い
未
来
に

向
け
て
広
く
永
く
歌
い
継
が
れ
て
い
く
作
曲

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

若
草 

恵
さ
ん

　

昭
和
55
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で
の
36
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
地
域
の

更
生
保
護
に
努
め
ら
れ
本
町
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤 

善
十
さ
ん

　

昭
和
50
年
に
南
陽
地
区
交
通
安
全
協
会
屋

代
支
部
理
事
に
就
任
以
来
、
同
支
部
長
を
は

じ
め
同
地
区
協
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
町

の
交
通
安
全
活
動
を
通
じ
た
交
通
事
故
の
防

止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤 

一
佳
さ
ん

　

平
成
17
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で
の
11
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
地
域
の

更
生
保
護
に
努
め
ら
れ
本
町
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中
川 

光
一
さ
ん

　

今
年
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
こ
の
間
、
芸

術
文
化
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
な

が
ら
本
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

高
畠
町
芸
術
文
化
協
会

▼設計監理
建築工事

○株式会社秦・伊藤設計

グラウンド外構工事

○新和設計株式会社

▼校舎棟建設工事施工
建築主体工事　　

　羽山・松田　特定建設工事共
　同企業体

○羽山総合建設株式会社

○株式会社松田組
電気設備工事　　

　東北電化・八木電気
　特定建設工事共同企業体

○東北電化工業株式会社

○有限会社八木電気
機械設備工事

　弘栄・金子・ハギウダ
　経常建設共同企業体

○弘栄設備工業株式会社

○株式会社金子建設

○株式会社ハギウダ

▼屋内運動場棟建設工
　事施工
建築主体工事

○山形建設株式会社
電気設備工事

　渡会電気・コロナ電工　
　特定建設工事共同企業体

○株式会社渡会電気土木

○有限会社コロナ電工高畠

機械設備工事

　東亜・県南・ハマダ共同企業体　

○東亜熱研工業株式会社

○有限会社県南設備工業

○ハマダ設備
給食調理施設

○株式会社冷凍技術工業所

▼用地造成工事　　
○アシストアーバン工業

　株式会社

▼野球場整備工事外
○大浦工業株式会社

▼防災拠点施設管理
　用道路整備工事　
○有限会社近野工務店

▼擁壁設置工事
○齋藤土木株式会社

▼防災拠点施設用地
　造成工事　
○株式会社髙橋建設

▼給水管・消火栓布
　設工事（第２工区）　
○株式会社ナガサワ

▼ソフトボール場整備
　工事外
○福島建設株式会社

▼用地畦畔設置工事　　　

○みどり環境建設株式会社

▼管理用道路整備工事
○ヤマザキ建設株式会社

高畠中学校建設関係感謝状贈呈
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一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　

昭
和
51
年
に
高
畠
町
統
計
調
査
員

と
し
て
任
命
さ
れ
て
以
来
、
40
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
、
正
確
か
つ
迅
速
な
調
査
に
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

安
達 

昌
市
さ
ん

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
高
畠
町
功

労
者
表
彰
式
と
第
36
回
高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
席
上
、

各
種
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

鈴
木 

宮
勢
さ
ん

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
62
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
29
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務
を

遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

佐
藤 

秀
一
さ
ん

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
昭

和
63
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
28
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務
を

遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

堀
川 

昭
一
さ
ん

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
平

成
元
年
４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま

で
の
27
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
国

勢
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

統
計
活
動
に
従
事
さ
れ
、
統
計
調
査

員
と
し
て
正
確
か
つ
迅
速
に
業
務
を

遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
の
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労

長
谷
川 

平
内
さ
ん

　

平
成
16
年
10
月
に
高
畠
町
教
育
委

員
会
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
ま
た

平
成
23
年
10
月
か
ら
は
、
同
教
育
委

員
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
28
年
９
月

に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
12
年
間
、
本

町
教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
町
立
高
畠
中
学
校
の

建
設
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
功
労

感
謝
状
贈
呈

　

昭
和
51
年
に
高
畠
町
統
計
調
査
員

と
し
て
任
命
さ
れ
て
以
来
、
40
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢
調
査
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
、
正
確
か
つ
迅
速
な
調
査
に
尽

力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
田 

利
男
さ
ん

　

屋
代
児
童
館
に
お
い
て
、
16
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
年
８
回
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
年
長
児
を
対
象
と
し
た

「
お
茶
教
室
」
を
通
じ
子
ど
も
た
ち

の
情
操
教
育
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

河
合 

千
佳
子
さ
ん

　

町
立
糠
野
目
小
学
校
に
対
し
、
10
年
以
上

の
永
き
に
わ
た
り
児
童
用
図
書
の
購
入
費
と

し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
、
当
校
の
教
育
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

田
ヶ
谷 

雅
夫
さ
ん

　

町
立
高
畠
中
学
校
校
歌
の
制
定
に
あ
た

り
、
我
が
町
の
四
季
の
情
景
と
未
来
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
作
詞
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

た
き
の 

え
い
じ
さ
ん

　

町
立
高
畠
中
学
校
校
歌
の
制
定
に
あ
た

り
、
健
や
か
な
生
徒
の
育
み
を
願
い
未
来
に

向
け
て
広
く
永
く
歌
い
継
が
れ
て
い
く
作
曲

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

若
草 

恵
さ
ん

　

昭
和
55
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で
の
36
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
地
域
の

更
生
保
護
に
努
め
ら
れ
本
町
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤 

善
十
さ
ん

　

昭
和
50
年
に
南
陽
地
区
交
通
安
全
協
会
屋

代
支
部
理
事
に
就
任
以
来
、
同
支
部
長
を
は

じ
め
同
地
区
協
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
町

の
交
通
安
全
活
動
を
通
じ
た
交
通
事
故
の
防

止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤 

一
佳
さ
ん

　

平
成
17
年
か
ら
平
成
28
年
ま
で
の
11
年
間

の
永
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
地
域
の

更
生
保
護
に
努
め
ら
れ
本
町
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中
川 

光
一
さ
ん

　

今
年
設
立
50
周
年
を
迎
え
、
こ
の
間
、
芸

術
文
化
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
な

が
ら
本
町
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

高
畠
町
芸
術
文
化
協
会

▼設計監理
建築工事

○株式会社秦・伊藤設計

グラウンド外構工事

○新和設計株式会社

▼校舎棟建設工事施工
建築主体工事　　

　羽山・松田　特定建設工事共
　同企業体

○羽山総合建設株式会社

○株式会社松田組
電気設備工事　　

　東北電化・八木電気
　特定建設工事共同企業体

○東北電化工業株式会社

○有限会社八木電気
機械設備工事

　弘栄・金子・ハギウダ
　経常建設共同企業体

○弘栄設備工業株式会社

○株式会社金子建設

○株式会社ハギウダ

▼屋内運動場棟建設工
　事施工
建築主体工事

○山形建設株式会社
電気設備工事

　渡会電気・コロナ電工　
　特定建設工事共同企業体

○株式会社渡会電気土木

○有限会社コロナ電工高畠

機械設備工事

　東亜・県南・ハマダ共同企業体　

○東亜熱研工業株式会社

○有限会社県南設備工業

○ハマダ設備
給食調理施設

○株式会社冷凍技術工業所

▼用地造成工事　　
○アシストアーバン工業

　株式会社

▼野球場整備工事外
○大浦工業株式会社

▼防災拠点施設管理
　用道路整備工事　
○有限会社近野工務店

▼擁壁設置工事
○齋藤土木株式会社

▼防災拠点施設用地
　造成工事　
○株式会社髙橋建設

▼給水管・消火栓布
　設工事（第２工区）　
○株式会社ナガサワ

▼ソフトボール場整備
　工事外
○福島建設株式会社

▼用地畦畔設置工事　　　

○みどり環境建設株式会社

▼管理用道路整備工事
○ヤマザキ建設株式会社

高畠中学校建設関係感謝状贈呈
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町
民
憲
章
優
秀
実
践
表
彰
お

よ
び
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー

ル（
応
募
総
数
８
４
８
点
）の
表

彰
が
行
わ
れ
、そ
の
後
各
４
部
門

の
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
あ
り

ま
し
た
。

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 
高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

Ｏ
Ｂ
Ｃ

　
（
代
表　

佐
々
木
光
一
さ
ん
）

　

平
成
24
年
４
月
の
設
立
以
来
、
町

総
合
交
流
プ
ラ
ザ
お
よ
び
高
畠
地
区

公
民
館
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
や

運
動
会
・
敬
老
会
な
ど
の
各
事
業
お

よ
び
施
設
周
辺
の
除
排
雪
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
関
与

し
、
高
畠
地
区
の
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
優
秀
／

　

清
水
俊
輔（
亀
岡
小
３
年
）

　

小
林
恒
平（
亀
岡
小
２
年
）

▼
佳
作
／

　

菅
野
乃
亜（
高
畠
小
３
年
）

　

島
崎　

祐（
高
畠
小
３
年
）

　

大
浦
斗
真（
二
井
宿
小
３
年
）

　

宇
佐
美
莉
有（
亀
岡
小
３
年
）

　

石
澤
茉
奈
実（
糠
野
目
小
３
年
）

　

髙
橋
穏
空（
亀
岡
小
２
年
）

　

渡
部　

隼（
和
田
小
２
年
）

　

佐
藤
謙
太（
二
井
宿
小
１
年
）

町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

「
先
生
の
話
を
聞
い
て
考

え
た
こ
と
」

最
優
秀

和田小学校３年
武田　陽喜

▼
優
秀
／

　

大
河
原
光
葵（
高
畠
小
６
年
）

　

佐
藤
悠
衣（
二
井
宿
小
４
年
）

▼
佳
作
／

　

沼
澤
ひ
よ
り（
高
畠
小
６
年
）

　

安
部
聡
希（
屋
代
小
６
年
）

　

今
井
萌
瑛（
亀
岡
小
６
年
）

　

渡
部
こ
こ
ろ（
和
田
小
６
年
）

　

相
田
琴
愛（
糠
野
目
小
６
年
）

　

平
吹
雪
羽（
糠
野
目
小
６
年
）

　

青
野
涼
那（
和
田
小
５
年
）

　

濱
田
京
介（
屋
代
小
４
年
）

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

「
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
」

最
優
秀

亀岡小学校６年
清水　祐那

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
地
域
の

人
々
と
交
流
し
、
町
の
文
化
や
伝
統

を
知
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
高
畠
町

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
地

球
（
テ
ラ
）
は
本
年
度
で
32
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
活
力
溢
れ
る
高
校
生

た
ち
の
姿
は
、
ど
の
活
動
に
お
い
て

も
周
囲
を
明
る
く
和
や
か
に
し
、
各

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る　

  

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

▲▼これまでの活動の様子

一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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夏
刈
区
会

　
（
代
表　

青
木　

薫
さ
ん
）

　

昭
和
54
年
か
ら
の
長
き
に
亘
り
、

区
内
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
始
め
と
し
た
様
々
な
競
技
大
会
を

企
画
・
運
営
さ
れ
て
お
り
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
地
区
民
の
つ
な

が
り
と
地
区
の
発
展
の
た
め
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。

古
川　

直
さ
ん

　

平
成
14
年
か
ら
、「
和
田
地
区
花

と
緑
推
進
員
」
を
務
め
ら
れ
、
元
和

田
西
の
県
道
沿
い
に
80
ｍ
に
お
よ

ぶ
花
壇
を
造
成
し
、
以
来
、
15
年
間

に
亘
っ
て
毎
年
花
を
植
え
て
管
理

し
て
お
り
、
地
区
内
の
環
境
美
化
と

明
る
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

▼
優
秀
／

　

渡
部
莉
瑚（
高
畠
中
３
年
）

　

菊
地　

凜（
高
畠
中
２
年
）

▼
佳
作
／

　

愛
澤
花
菜（
高
畠
中
２
年
）

　

大
浦
愛
奈（
高
畠
中
２
年
）

　

大
塚
凜
果（
高
畠
中
２
年
）

　

今
野
琴
々
那（
高
畠
中
２
年
）

　

鈴
木
小
奈
津（
高
畠
中
２
年
）

　

太
田　

彩（
高
畠
中
１
年
）

　

髙
橋
駿
介（
高
畠
中
１
年
）

　

二
瓶　

大（
高
畠
中
１
年
）

《
中
学
校
の
部
》

「
支
え
と
愛
」

最
優
秀

高畠中学校３年
岩松　里奈

▼
優
秀
／

　

伊
藤
亜
美（
高
畠
高
校
３
年
）

　

佐
藤
勝
也（
高
畠
高
校
２
年
）

▼
佳
作
／

　

齋
藤
由
香（
高
畠
高
校
３
年
）

　

佐
藤
菜
々
樺（
高
畠
高
校
３
年
）

　

鈴
木
萌
花（
高
畠
高
校
３
年
）

　

鈴
木
由
羽（
高
畠
高
校
３
年
）

　

堀
江
美
唯（
高
畠
高
校
３
年
）

　

横
山
七
海（
高
畠
高
校
３
年
）

　

伊
藤
朱
里（
高
畠
高
校
２
年
）

　

大
木
理
恵
香（
高
畠
高
校
２
年
）

　

菅
野
未
悠（
高
畠
高
校
２
年
）

　

渡
部
斗
萌
香（
高
畠
高
校
２
年
）

《
高
校
の
部
》

「
よ
り
よ
い
高
畠
へ
」

最
優
秀

高畠高等学校３年
鈴木　涼太

高
畠
町
芸
術
文
化
協
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典
・
コ
ン
サ
ー
ト

　

町
芸
術
文
化
協
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
が
11
月
13
日
㈰
文
化
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
芸
術
文
化
と
協
会
の
振
興
に
寄
与
し
た

島
崎
正
弘
さ
ん
と
平
賀
邦
男
さ
ん
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
葵
ひ
ろ
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
ピ
ア
ノ
や
バ

イ
オ
リ
ン
な
ど
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
た
歌
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
二
井
宿

小
学
校
の
児
童
と
の
合
唱
や
、
バ
レ
エ
や
日
本
舞
踊
に
合
わ
せ
た
歌
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

写真提供：F2.8 倶楽部

　

町
民
憲
章
優
秀
実
践
表
彰
お

よ
び
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー

ル（
応
募
総
数
８
４
８
点
）の
表

彰
が
行
わ
れ
、そ
の
後
各
４
部
門

の
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
あ
り

ま
し
た
。

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

Ｏ
Ｂ
Ｃ

　
（
代
表　

佐
々
木
光
一
さ
ん
）

　

平
成
24
年
４
月
の
設
立
以
来
、
町

総
合
交
流
プ
ラ
ザ
お
よ
び
高
畠
地
区

公
民
館
に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
や

運
動
会
・
敬
老
会
な
ど
の
各
事
業
お

よ
び
施
設
周
辺
の
除
排
雪
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
関
与

し
、
高
畠
地
区
の
活
性
化
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
優
秀
／

　

清
水
俊
輔（
亀
岡
小
３
年
）

　

小
林
恒
平（
亀
岡
小
２
年
）

▼
佳
作
／

　

菅
野
乃
亜（
高
畠
小
３
年
）

　

島
崎　

祐（
高
畠
小
３
年
）

　

大
浦
斗
真（
二
井
宿
小
３
年
）

　

宇
佐
美
莉
有（
亀
岡
小
３
年
）

　

石
澤
茉
奈
実（
糠
野
目
小
３
年
）

　

髙
橋
穏
空（
亀
岡
小
２
年
）

　

渡
部　

隼（
和
田
小
２
年
）

　

佐
藤
謙
太（
二
井
宿
小
１
年
）

町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

「
先
生
の
話
を
聞
い
て
考

え
た
こ
と
」

最
優
秀

和田小学校３年
武田　陽喜

▼
優
秀
／

　

大
河
原
光
葵（
高
畠
小
６
年
）

　

佐
藤
悠
衣（
二
井
宿
小
４
年
）

▼
佳
作
／

　

沼
澤
ひ
よ
り（
高
畠
小
６
年
）

　

安
部
聡
希（
屋
代
小
６
年
）

　

今
井
萌
瑛（
亀
岡
小
６
年
）

　

渡
部
こ
こ
ろ（
和
田
小
６
年
）

　

相
田
琴
愛（
糠
野
目
小
６
年
）

　

平
吹
雪
羽（
糠
野
目
小
６
年
）

　

青
野
涼
那（
和
田
小
５
年
）

　

濱
田
京
介（
屋
代
小
４
年
）

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

「
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
」

最
優
秀

亀岡小学校６年
清水　祐那

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
地
域
の

人
々
と
交
流
し
、
町
の
文
化
や
伝
統

を
知
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
高
畠
町

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
地

球
（
テ
ラ
）
は
本
年
度
で
32
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
活
力
溢
れ
る
高
校
生

た
ち
の
姿
は
、
ど
の
活
動
に
お
い
て

も
周
囲
を
明
る
く
和
や
か
に
し
、
各

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に
対
す
る　

  

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

▲▼これまでの活動の様子

一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

高畠地区 糠野目地区 雪
捨
て
場
の

　
　

ご
案
内

【
利
用
時
間
／
８
時
〜
17
時
】

県道高畠・川西線

伊達家の墓

吉島橋

●

夏目橋夏目橋

最
上
川

最
上
川

　

除
雪
路
線
が
増
加
す
る
一
方
で
、
雪
押
場
の

確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
除
雪
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
除

排
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
安
全
な
雪
道
を
確

保
す
る
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
は

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で

　

町
で
は
、
車
道
用
除
雪
車
48
台
、

歩
道
用
除
雪
車
９
台
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
１
台
の
計
58
台
で
、
町
道
を

中
心
に
車
道
２
７
０
㎞
、
歩
道
約
30

㎞
の
路
線
の
除
雪
に
対
応
し
ま
す
。

　

降
雪
の
際
は
、
交
通
量
の
多
い
順

に
幹
線
道
路
の
一
次
路
線
と
生
活
圏

道
路
の
二
次
、
三
次
路
線
に
分
け
て

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
新
雪
15
㎝
を
目
安
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

除
雪
車
は
、
朝
３
時
か
ら
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い

時
は
交
通
路
を
確
保
す
る
必
要
か
ら

一
次
路
線
を
早
期
に
除
雪
し
ま
す
の

で
、
二
次
・
三
次
路
線
は
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
雪
押
場
が
な
い

と
、
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
除
雪
で

き
な
か
っ
た
り
、
能
率
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
集
落
内
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
適
当
な
空
き
地

な
ど
を
雪
押
場
に
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／　

町
建
設
課
建
設
総

　

務
係　
　
　
　
　

☎
52
４
４
９
１

問
題
点

苦
　
情

要
　
望

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　除雪についての要望・問題点は集落ごとにまとめて、
区長さんが代表して除雪ステーションにご連絡ください。
　●期　　間／12月１日㈭～平成29年３月31日㈮
　●場　　所／創造の館内
　●連 絡 先／☎（52）２２５２ 　℻  （52）２２６２
　●受付時間／８時30分～17時まで
　　　　　　　※土・日・祝日は、除雪作業中のみの応対となります。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

取
り
外
し
は
各
集
落
で

その３その４

その６ その５

その７

その８

　

各
集
落
で
除
雪
対
策
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
を

行
っ
て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
路
な
ど
危
険
箇
所

の
安
全
対
策
を

庭
木
は
路
上
に

は
み
出
さ
な
い
で

車
庫
・
玄
関
前
の

除
雪
は
各
自
で

用
水
路
・
道
路
側
溝
に

投
雪
し
な
い
で

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で

防
火
施
設

周
り
な
ど
の
除
雪

　

雪
囲
い
の
杭

や
庭
木
な
ど
の

路
上
は
み
出
し

は
、
除
雪
作
業

の
支
障
と
な
り
、

事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

除
雪
後
の
雪
が
道
路
脇
に
押
さ
れ

　

毎
年
、
床
下

浸
水
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま

す
。
用
水
路
、

道
路
側
溝
に
投

雪
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

雪
に
よ
る
浸

水
の
場
合
は
消

防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

  

集
落
内
の
貯
水

池
、
消
火
栓
・
ポ

ン
プ
庫
な
ど
の
防

火
施
設
の
周
り
や

ご
み
収
集
所
前
の

除
雪
は
、
各
集
落

で
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
車
両
や
は
み
出
し
車
両

が
あ
り
除
雪
車
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
路
線
の
除
雪

を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

高
畠
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
宿
泊
駐
車
の
方

は
「
夜
間
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
„
た
っ
た
１
台
“
が
多
く
の

方
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
、
危
険
箇
所
を
点
検
し
、
目
印
を

　

家
庭
用
除
雪

機
の
普
及
に
伴

い
、
除
雪
作
業

前
後
に
道
路
へ

雪
を
出
す
方
が

い
ま
す
。

　

歩
行
者
や
通

行
車
両
が
迷
惑

す
る
だ
け
で
な

く
、
除
雪
の
仕

上
が
り
も
デ
コ

ボ
コ
に
な
り
、

危
険
な
状
態
と

　

雪
押
場
と
し
て
利
用
す
る
箇
所
の

除
雪
で
邪
魔
に
な
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

その９

高
畠
駅
の
駐
車
は

指
定
の
場
所
に

家
の
前
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
各
自

で
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
り
ま
す
。
消
雪
道
路
で
あ
っ
て
も

危
険
防
止
の
た
め
、
屋
敷
内
の
雪
は

路
上
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
火
栓

消
火
栓

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

は
、
各
集
落
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
新
規
の
宅
地
造
成
地
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
の
再
設
置
や
除
雪
に
よ

る
砂
利
な
ど
が
入
り
込
ん
だ
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
各
集
落
で
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

流
・
融
雪
溝

使
用
箇
所
で
は

蓋
を
必
ず
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雪
に

埋
も
れ
や
す
い

施
設
や
障
害
物

に
も
、
赤
布
を

付
け
た
竿
を
目

印
に
付
け
て
く

だ
さ
い
。

　

各
家
庭
で
事
前
に
整
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら

落
ち
た
雪
な
ど
各
家

庭
か
ら
出
た
雪
は
、

各
自
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

排
雪
は
公
設
の
雪
捨

て
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

老
人
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
、
除
雪

の
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
地
区
で
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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高畠地区 糠野目地区 雪
捨
て
場
の

　
　

ご
案
内

【
利
用
時
間
／
８
時
〜
17
時
】

県道高畠・川西線

伊達家の墓

吉島橋

●

夏目橋夏目橋

最
上
川

最
上
川

　

除
雪
路
線
が
増
加
す
る
一
方
で
、
雪
押
場
の

確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
除
雪
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
除

排
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
安
全
な
雪
道
を
確

保
す
る
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
は

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で

　

町
で
は
、
車
道
用
除
雪
車
48
台
、

歩
道
用
除
雪
車
９
台
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
１
台
の
計
58
台
で
、
町
道
を

中
心
に
車
道
２
７
０
㎞
、
歩
道
約
30

㎞
の
路
線
の
除
雪
に
対
応
し
ま
す
。

　

降
雪
の
際
は
、
交
通
量
の
多
い
順

に
幹
線
道
路
の
一
次
路
線
と
生
活
圏

道
路
の
二
次
、
三
次
路
線
に
分
け
て

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
新
雪
15
㎝
を
目
安
に

し
て
お
り
ま
す
。

　

除
雪
車
は
、
朝
３
時
か
ら
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い

時
は
交
通
路
を
確
保
す
る
必
要
か
ら

一
次
路
線
を
早
期
に
除
雪
し
ま
す
の

で
、
二
次
・
三
次
路
線
は
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
雪
押
場
が
な
い

と
、
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
除
雪
で

き
な
か
っ
た
り
、
能
率
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
集
落
内
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
適
当
な
空
き
地

な
ど
を
雪
押
場
に
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／　

町
建
設
課
建
設
総

　

務
係　
　
　
　
　

☎
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望

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

雪
道
の
安
全
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　除雪についての要望・問題点は集落ごとにまとめて、
区長さんが代表して除雪ステーションにご連絡ください。
　●期　　間／12月１日㈭～平成29年３月31日㈮
　●場　　所／創造の館内
　●連 絡 先／☎（52）２２５２ 　℻  （52）２２６２
　●受付時間／８時30分～17時まで
　　　　　　　※土・日・祝日は、除雪作業中のみの応対となります。

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

取
り
外
し
は
各
集
落
で

その３その４

その６ その５

その７

その８

　

各
集
落
で
除
雪
対
策
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
を

行
っ
て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
路
な
ど
危
険
箇
所

の
安
全
対
策
を

庭
木
は
路
上
に

は
み
出
さ
な
い
で

車
庫
・
玄
関
前
の

除
雪
は
各
自
で

用
水
路
・
道
路
側
溝
に

投
雪
し
な
い
で

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で

防
火
施
設

周
り
な
ど
の
除
雪

　

雪
囲
い
の
杭

や
庭
木
な
ど
の

路
上
は
み
出
し

は
、
除
雪
作
業

の
支
障
と
な
り
、

事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

除
雪
後
の
雪
が
道
路
脇
に
押
さ
れ

　

毎
年
、
床
下

浸
水
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま

す
。
用
水
路
、

道
路
側
溝
に
投

雪
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

雪
に
よ
る
浸

水
の
場
合
は
消

防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

  

集
落
内
の
貯
水

池
、
消
火
栓
・
ポ

ン
プ
庫
な
ど
の
防

火
施
設
の
周
り
や

ご
み
収
集
所
前
の

除
雪
は
、
各
集
落

で
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
車
両
や
は
み
出
し
車
両

が
あ
り
除
雪
車
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
路
線
の
除
雪

を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

高
畠
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
宿
泊
駐
車
の
方

は
「
夜
間
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
„
た
っ
た
１
台
“
が
多
く
の

方
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
、
危
険
箇
所
を
点
検
し
、
目
印
を

　

家
庭
用
除
雪

機
の
普
及
に
伴

い
、
除
雪
作
業

前
後
に
道
路
へ

雪
を
出
す
方
が

い
ま
す
。

　

歩
行
者
や
通

行
車
両
が
迷
惑

す
る
だ
け
で
な

く
、
除
雪
の
仕

上
が
り
も
デ
コ

ボ
コ
に
な
り
、

危
険
な
状
態
と

　

雪
押
場
と
し
て
利
用
す
る
箇
所
の

除
雪
で
邪
魔
に
な
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

その９

高
畠
駅
の
駐
車
は

指
定
の
場
所
に

家
の
前
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
各
自

で
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

な
り
ま
す
。
消
雪
道
路
で
あ
っ
て
も

危
険
防
止
の
た
め
、
屋
敷
内
の
雪
は

路
上
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
火
栓

消
火
栓

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

は
、
各
集
落
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
新
規
の
宅
地
造
成
地
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
の
再
設
置
や
除
雪
に
よ

る
砂
利
な
ど
が
入
り
込
ん
だ
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
各
集
落
で
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

流
・
融
雪
溝

使
用
箇
所
で
は

蓋
を
必
ず
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雪
に

埋
も
れ
や
す
い

施
設
や
障
害
物

に
も
、
赤
布
を

付
け
た
竿
を
目

印
に
付
け
て
く

だ
さ
い
。

　

各
家
庭
で
事
前
に
整
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら

落
ち
た
雪
な
ど
各
家

庭
か
ら
出
た
雪
は
、

各
自
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

排
雪
は
公
設
の
雪
捨

て
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

老
人
世
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や
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の
困
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な
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は
、
地
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で
の
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ま

す
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転居・転出・転入
　　　の届出を忘れずに

　町内での転居、町内外への転入・転出などの場合、
水道の名義変更が必要になります。日程が決まりまし
たら、早めに町上下水道課にお届けください。
　また、冬期間の異動で精算が必要な場合は、メーター
付近の除雪について、ご協力をお願いします。

凍結と破裂を防ぐ有効な手段は

応急処理は

　気温がマイナス４度以下になると、凍結により水
道管が破裂することがあります。水道管が破裂する
と、たくさんの水がムダになるだけでなく、水道料
金や修理代が自己負担となります。
　特に水道管が次のようなときは防寒に十分注意し
ましょう。
○屋外にあって、むき出しになっている場合
○北向きの寒い所にある場合
○日照時間の短い所にある場合
○風当たりの強い所にある場合
○長期間使用しない場合

　おやすみ前に必ず水抜き栓を閉めてください。
○不凍水抜栓使用時は、全開または全閉でご使用く
ださい。開け閉めが不完全ですと、水が完全に抜け
ず、凍結や破裂の原因となりますので、ご注意くだ
さい。
　凍結防止のために常時流れたままの給水装置もあ
り、思いがけず水道料金が高額になることがありま
す。正しい使用法について、給水設備工事店に確認
してください。

【凍って水が出ないとき】
　蛇口や露出している管（保温管は取り外す）に布
やタオルを巻きつけ、上からゆっくりお湯をかけて
ください。凍った部分が溶けて水が出てきます。
（注意）熱湯を直接かけたり、直火をあてたりすると、
蛇口や水道管が破裂する危険がありますのでやめて
ください。
【破裂したとき】
　まず、メーターボックスの中などにある止水栓を
閉めてください。止水栓が分からなかったり、止め
られないときは、破裂した箇所に布やテープなどを
巻きつけ、とにかく水を止めましょう。そのうえで
給水設備の工事店にご連絡ください。

上下水道等料金の納付は便利な口座振替で！

口座振替のお申込は町内の金融機関または町上下水道課までご連絡ください！

漏水していませんか？
〔漏水発見方法〕
☆見つけたらすぐに修理を☆

（銀色）

▶漏水はメーターでわかります
　全ての蛇口を閉めてもパイ
ロット（銀色）が回っている場合
は漏水です

１月～３月分は推定料金で納入を

空き家をお持ちの方、
　　　　冬期間留守にされる方

　メーター検針は、12月上旬（12月分）で最終とな
ります。その後は積雪のため、１月～３月分の料金
は、推定料金で徴収させていただきます。
　推定料金は 12月分の使用量で算定しますが、次
のようなときは変更することができます。
●新築・転入などで、使用水量の増加が見込まれると
き

●冬期間は使用せず、水量が減るときなど、変更を
ご希望の方は、町上下水道課までご連絡ください。
なお、冬期間料金の過不足は平成 29年４月分以降
の料金で調整させていただくことになります。

●問合せ先／町上下水道課業務係 　☎52４４８３　空き家や空き部屋をお持ちの場合、また、入院や福
祉施設への入所などで長期にわたり不在となる場合
は、メーターボックスの中にある止水栓を閉めてくだ
さい。凍結事故防止と万が一の宅内漏水の防止につな
がります。

平成28年分口座振替領収書について
口座振替の領収書は発行いたしません。金額の確認等が必要な場合にはお問い合せください。　　

冬期間の水道管凍結注 意

漏水の可能性がある場合はすぐに給水設備工事店
へ修理を依頼してください。その際の修理費用は
お客様のご負担となります。
給水設備工事店は毎月の広報「くらしの情報」で
お知らせしています。

冬期間は水道検針をお休みします
▶問合せ先╱町上下水道課業務係　☎（52）４４８３

　40歳から74歳までの方が対象となる特定健
診は、病気の進行を早期に発見する最良の機会
です。重症にならないよう、早い段階で改善する
ことが極めて有効です。
　特定健診・がん検診などを受け、病気の予防と
早期治療に心掛けましょう。

　気軽に相談できる「かかりつけ医」を持ち、病気が
悪化する前に早めの受診をこころがけましょう。
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医療費節約のポイント

①健康診査を受けましょう

②「かかりつけ医」をもちましょう

③重複受診は控えましょう

④病気の予防や健康づくりに努めましょう

⑤後発医薬品（ジェネリック医薬品）を利用

　しましょう

　同じ病気で複数の医療機関を受診することは
控えましょう。医療費を増やしてしまうだけで
なく、重複する検査や投薬により、かえって体に
悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。

　毎日の生活習慣を見直して、「健康の３原則」
である運動・栄養・休養に努め、しっかりと自
己管理をしましょう。

　後発医薬品は、先発医薬品と同等の効能効果
を持つ医薬品で、費用が先発医薬品より安くす
みます。後発医薬品の利用についても、医師や
薬剤師に相談してみましょう。
※町民課では保険証やお薬手帳に貼付すること
ができる「ジェネリック医薬品希望シール」
を配布しています。シールを希望される方は
町民課窓口までお越しください。
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子育て
支援医療証

　今月子育て支援医療証をお送り

する方は、誕生日が12月２日から
１月１日までの方です。

　今月中旬にお送りしますので、

ご確認ください。

《国民健康保険高齢受給者証交付説明会のご案内》

１月から高齢受給者証の交付対象となる方は、

昭和21年12月２日～昭和22年１月１日生まれの
方です。

説明会は12月15日㈭（９時30分開始）を予定し
ています。

国保以外の方は、現在加入している健康保険よ

り交付されます。
高齢受給者証

今月の医療証

▶問合せ先／町町民課医療給

　付係 　      ☎（52）１３２７

国保加入者・一人あたり医療費の推移

平成 25 年度
一人あたりの医療費 国保加入者数

6,390 人

338,591 円

351,510 円
356,117 円360,000

350,000

340,000

330,000

320,000

6,500

6,250

6,000

5,750

5,500

（円） （人）

平成 26 年度 平成 27 年度

6,141 人

5,820 人
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転居・転出・転入
　　　の届出を忘れずに
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　また、冬期間の異動で精算が必要な場合は、メーター
付近の除雪について、ご協力をお願いします。
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さい。
　凍結防止のために常時流れたままの給水装置もあ
り、思いがけず水道料金が高額になることがありま
す。正しい使用法について、給水設備工事店に確認
してください。
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やタオルを巻きつけ、上からゆっくりお湯をかけて
ください。凍った部分が溶けて水が出てきます。
（注意）熱湯を直接かけたり、直火をあてたりすると、
蛇口や水道管が破裂する危険がありますのでやめて
ください。
【破裂したとき】
　まず、メーターボックスの中などにある止水栓を
閉めてください。止水栓が分からなかったり、止め
られないときは、破裂した箇所に布やテープなどを
巻きつけ、とにかく水を止めましょう。そのうえで
給水設備の工事店にご連絡ください。

上下水道等料金の納付は便利な口座振替で！

口座振替のお申込は町内の金融機関または町上下水道課までご連絡ください！

漏水していませんか？
〔漏水発見方法〕
☆見つけたらすぐに修理を☆

（銀色）

▶漏水はメーターでわかります
　全ての蛇口を閉めてもパイ
ロット（銀色）が回っている場合
は漏水です

１月～３月分は推定料金で納入を

空き家をお持ちの方、
　　　　冬期間留守にされる方

　メーター検針は、12月上旬（12月分）で最終とな
ります。その後は積雪のため、１月～３月分の料金
は、推定料金で徴収させていただきます。
　推定料金は 12月分の使用量で算定しますが、次
のようなときは変更することができます。
●新築・転入などで、使用水量の増加が見込まれると
き

●冬期間は使用せず、水量が減るときなど、変更を
ご希望の方は、町上下水道課までご連絡ください。
なお、冬期間料金の過不足は平成 29年４月分以降
の料金で調整させていただくことになります。

●問合せ先／町上下水道課業務係 　☎52４４８３　空き家や空き部屋をお持ちの場合、また、入院や福
祉施設への入所などで長期にわたり不在となる場合
は、メーターボックスの中にある止水栓を閉めてくだ
さい。凍結事故防止と万が一の宅内漏水の防止につな
がります。

平成28年分口座振替領収書について
口座振替の領収書は発行いたしません。金額の確認等が必要な場合にはお問い合せください。　　

冬期間の水道管凍結注 意

漏水の可能性がある場合はすぐに給水設備工事店
へ修理を依頼してください。その際の修理費用は
お客様のご負担となります。
給水設備工事店は毎月の広報「くらしの情報」で
お知らせしています。

冬期間は水道検針をお休みします
▶問合せ先╱町上下水道課業務係　☎（52）４４８３

　40歳から74歳までの方が対象となる特定健
診は、病気の進行を早期に発見する最良の機会
です。重症にならないよう、早い段階で改善する
ことが極めて有効です。
　特定健診・がん検診などを受け、病気の予防と
早期治療に心掛けましょう。

　気軽に相談できる「かかりつけ医」を持ち、病気が
悪化する前に早めの受診をこころがけましょう。
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③重複受診は控えましょう

④病気の予防や健康づくりに努めましょう

⑤後発医薬品（ジェネリック医薬品）を利用

　しましょう

　同じ病気で複数の医療機関を受診することは
控えましょう。医療費を増やしてしまうだけで
なく、重複する検査や投薬により、かえって体に
悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。

　毎日の生活習慣を見直して、「健康の３原則」
である運動・栄養・休養に努め、しっかりと自
己管理をしましょう。

　後発医薬品は、先発医薬品と同等の効能効果
を持つ医薬品で、費用が先発医薬品より安くす
みます。後発医薬品の利用についても、医師や
薬剤師に相談してみましょう。
※町民課では保険証やお薬手帳に貼付すること
ができる「ジェネリック医薬品希望シール」
を配布しています。シールを希望される方は
町民課窓口までお越しください。
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　今月子育て支援医療証をお送り

する方は、誕生日が12月２日から
１月１日までの方です。

　今月中旬にお送りしますので、

ご確認ください。

《国民健康保険高齢受給者証交付説明会のご案内》

１月から高齢受給者証の交付対象となる方は、

昭和21年12月２日～昭和22年１月１日生まれの
方です。

説明会は12月15日㈭（９時30分開始）を予定し
ています。

国保以外の方は、現在加入している健康保険よ

り交付されます。
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今月の医療証

▶問合せ先／町町民課医療給
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給与差押の例
滞納者の勤務先に、給与等の支払状況
について調査します。

↓
月の給与総額から、国税徴収法によっ
て差押禁止となっている額を差し引い
た残りを差押えます。

↓
支払者はその金額を給与から差し引き、
直接町に払い込むことになります。

↓
一度差押えると、滞納額（延滞金含）
すべてが完納するまで続きます。
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県
民
税　
　
　
　

４
期
分

♢
国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

♢
介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

♢
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

＊
納
期
限
は
１
月
４
日
㈬
で
す
。

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く
１
月

　

４
日
㈬
に
振
替
な
り
ま
す
。

　

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
納
め
忘
れ
て
い
る
税
金
・
保
険

　

料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一

　

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
が
探
せ
な
い
時
や
金
額

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
町
税
務

課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。）

納
期
の
お
知
ら
せ

　
　
【
12
月
の
納
税
等
】

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

【
安
全・安
心・便
利
】な

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

12
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

12
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▲公売物件の一例

差　押

高
畠
町
は
納
税
に
対
し
て

誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
は

国
税
徴
収
法
に
基
づ
き

滞
納
処
分
を
通
年
行
い
ま
す

の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
税
収
納
率
の
向
上
と

滞
納
解
消
を
図
る
た
め
、
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
や
慢
性
的

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
滞
納
処
分
（
自
家
用
車
を

含
む
資
産
の
差
押
、
公
売
な
ど
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
税
徴
収
法
第

１
４
２
条
の
定
め
に
よ
り
、
税
務
課

職
員
（
徴
税
吏
員
）
に
は
、
滞
納
処

分
の
た
め
の
捜
査
を
す
る
権
限
が
与

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
貯
金
や
給

与
・
売
掛
金
の
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
納
税
で
き
る
環
境
に
あ
り
な
が

ら
納
税
を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、『
滞

納
処
分
』を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

○
償
却
資
産
の

    

取
得
価
格
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
の
取
得
価
額
に
は
、
そ

の
資
産
を
取
得
す
る
た
め
の
資
産
本

体
の
価
格
の
ほ
か
、
取
引
運
賃
、
荷
役

費
購
入
手
数
料
、
据
付
費
、
そ
の
他

償
却
資
産
を
事
業
で
使
用
す
る
た
め

に
直
接
要
し
た
費
用
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
消
費
税
を
取
得
価
額
に
含
め

て
税
務
会
計
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
税

込
経
理
方
式
）
は
、
消
費
税
を
含
め

た
取
得
価
額
で
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税

償
却
資
産
に
つ
い
て

項　　目 固定資産税の取扱い 国税の取扱い

償却計算の期間 暦年（１月～12月）
事 業 年 度

※通常個人の方の申告対象期間は
　　 １月～12月です。

減価償却の方法  定率法

建物以外の一般の資産は
定率法、定額法の選択制

　※定率法を選択する場合はあらかじめ
　　税務署への届け出が必要です。

前年中の新規取得資産
半年償却

　※取得月にかかわらず
　　半年分を償却額とします。

月割償却

購入価格から補助金の額を
差し引いて購入価格とする

圧縮記帳の制度

　　 認められていません
　　  ※資産購入価額を
　　　   記入してください。　

認められています

特別償却・割増償却 認められていません 認められています

増　加　償　却 認められています 認められています

評価額の最低限度 取得価額の100分の5 備忘価額（１円）

改 　良 　費 改良を加えられた資産と
改良費を区分して評価する 原則区分評価、一部合算も可

中小企業者等の
少額資産損金算入

の特例
（租税特別措置法）

金額にかかわらず、
認められていません 認められています

〔国税との資産の取扱いの違いについて〕
　地方税法では、償却資産を所有している事業者の方には、毎年１月１日現在、高畠町内にあ
る償却資産を１月末日まで申告していただくことになっております。 
　平成29年度の申告書は、12月９日（金）頃にお送りする予定です。 
　国税（法人税、所得税）と、固定資産税（償却資産）の償却資産の取扱いの違いについては次の
ようになります。

中小企業者等の少額資産特例
（租税特別措置法第28条の２、第67条の５
旧租税特別措置法第67条の８ ほか）

個別に
減価償却し
ているもの③売買扱いとする

ファイナンス
　  リース資産
（20万円未満）

②３年で一括償却
（法人税法施行令第133条の 2第 1項
所得税法施行令第139 条第 1） 

①一時に損金算入
（法人税法施行令第 133 条
所得税法施行令第 138 条）

30万円未満

10万円未満

20万円未満

▼
問
合
せ
先
／
町
税
務
課
資
産
税
係
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･･･ 固定資産税の申告対象の資産

･･･ 固定資産税の申告対象となら
　  ない資産

 

○
国
税
で
の
償
却
方
法
と
取
得
価

　 

額
に
よ
る
申
告
対
象
の
一
覧

　

国
税
（
法
人
税
、
所
得
税
）
で
の
償

却
方
法
と
取
得
価
額
に
よ
っ
て
、
固

定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
の
対

象
に
な
る
か
ど
う
か
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

次
の
①
〜
③
の
少
額
資
産
は
、
固

定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申
告
の
対

象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

①
取
得
価
額
10
万
円
未
満
の
資
産
の
う
ち
、

　

一
時
に
損
金
算
入
し
た
も
の 

②
取
得
価
額
20
万
円
未
満
の
資
産
の
う

　

ち
３
年
間
で
一
括
償
却
し
た
も
の

③
売
買
扱
い
と
す
る
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

リ
ー
ス
資
産
で
取
得
価
額
20
万
円
未

　

満
の
も
の

　

た
だ
し
、
租
税
特
別
措
置
法
を
適
用

し
て
損
金
算
入
し
た
も
の
、
取
得
価

額
が
10
万
円
未
満
の
資
産
で
あ
っ
て

も
、
一
時
に
損
金
算
入
せ
ず
個
別
に
償

却
し
て
い
る
も
の
は
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　先月は償却資産のあらましについて説明しました。今回は国税（法人税、所得税）における

資産の取扱いと、固定資産税（償却資産）における資産の取扱いの違いについて説明します。

〔　　　　　　 〕

〔　　　　　　      〕

〔 　　　　　　      〕

〔　　　　　〕
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町
税
は

町
の
収
入
の
19
％

給与差押の例
滞納者の勤務先に、給与等の支払状況
について調査します。

↓
月の給与総額から、国税徴収法によっ
て差押禁止となっている額を差し引い
た残りを差押えます。

↓
支払者はその金額を給与から差し引き、
直接町に払い込むことになります。

↓
一度差押えると、滞納額（延滞金含）
すべてが完納するまで続きます。

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
税
い
た
だ
く

町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
は
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
27
年
度
、
町
に
納
め
ら
れ
た

町
税
額
は
22
億
５
、４
５
２
万
円
で
、

高
畠
町
一
般
会
計
歳
入
総
額
の
約
19

％
を
占
め
る
大
変
重
要
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

も
含
め
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
必

要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、

自
主
自
立
の
住
み
や
す
い
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
そ
の

原
資
と
な
る
収
入
確
保
は
一
層
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
し
く
納
税
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
す
れ
ば
、
滞
納
を
放
置
す
る
こ
と

ほ
ど
不
公
平
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
も

　

滞
納
処
分
に
よ
っ
て
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
差
押
処
分
に
よ

り
社
会
的
な
信
用
を
失
う
な
ど
、
結

果
的
に
滞
納
者
本
人
が
損
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
や
事
業
不
振
、
離

職
な
ど
、
ど
う
し
て
も
期
限
内
に
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
の
緩
和

措
置（
分
割
納
付
な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

放
置
し
て
も
何
ら
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
、
納
付
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
税
務
課
滞
納
整
理
係
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４

　

公
平
な
納
税
と

滞
納
の
解
消
に
向
け
て

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

滞納

♢
町
県
民
税　
　
　
　

４
期
分

♢
国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

♢
介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

♢
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

＊
納
期
限
は
１
月
４
日
㈬
で
す
。

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く
１
月

　

４
日
㈬
に
振
替
な
り
ま
す
。

　

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
納
め
忘
れ
て
い
る
税
金
・
保
険

　

料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一

　

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
が
探
せ
な
い
時
や
金
額

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
町
税
務

課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。）

納
期
の
お
知
ら
せ

　
　
【
12
月
の
納
税
等
】

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

【
安
全・安
心・便
利
】な

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

12
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

12
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

▲公売物件の一例

差　押

高
畠
町
は
納
税
に
対
し
て

誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
は

国
税
徴
収
法
に
基
づ
き

滞
納
処
分
を
通
年
行
い
ま
す

の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
税
収
納
率
の
向
上
と

滞
納
解
消
を
図
る
た
め
、
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
や
慢
性
的

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
滞
納
処
分
（
自
家
用
車
を

含
む
資
産
の
差
押
、
公
売
な
ど
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
税
徴
収
法
第

１
４
２
条
の
定
め
に
よ
り
、
税
務
課

職
員
（
徴
税
吏
員
）
に
は
、
滞
納
処

分
の
た
め
の
捜
査
を
す
る
権
限
が
与

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
貯
金
や
給

与
・
売
掛
金
の
調
査
な
ど
を
実
施

し
、
納
税
で
き
る
環
境
に
あ
り
な
が

ら
納
税
を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、『
滞

納
処
分
』を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

○
償
却
資
産
の

    

取
得
価
格
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
の
取
得
価
額
に
は
、
そ

の
資
産
を
取
得
す
る
た
め
の
資
産
本

体
の
価
格
の
ほ
か
、
取
引
運
賃
、
荷
役

費
購
入
手
数
料
、
据
付
費
、
そ
の
他

償
却
資
産
を
事
業
で
使
用
す
る
た
め

に
直
接
要
し
た
費
用
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
消
費
税
を
取
得
価
額
に
含
め

て
税
務
会
計
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
税

込
経
理
方
式
）
は
、
消
費
税
を
含
め

た
取
得
価
額
で
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税

償
却
資
産
に
つ
い
て

項　　目 固定資産税の取扱い 国税の取扱い

償却計算の期間 暦年（１月～12月）
事 業 年 度

※通常個人の方の申告対象期間は
　　 １月～12月です。

減価償却の方法  定率法

建物以外の一般の資産は
定率法、定額法の選択制

　※定率法を選択する場合はあらかじめ
　　税務署への届け出が必要です。

前年中の新規取得資産
半年償却

　※取得月にかかわらず
　　半年分を償却額とします。

月割償却

購入価格から補助金の額を
差し引いて購入価格とする

圧縮記帳の制度

　　 認められていません
　　  ※資産購入価額を
　　　   記入してください。　

認められています

特別償却・割増償却 認められていません 認められています

増　加　償　却 認められています 認められています

評価額の最低限度 取得価額の100分の5 備忘価額（１円）

改 　良 　費 改良を加えられた資産と
改良費を区分して評価する 原則区分評価、一部合算も可

中小企業者等の
少額資産損金算入

の特例
（租税特別措置法）

金額にかかわらず、
認められていません 認められています

〔国税との資産の取扱いの違いについて〕
　地方税法では、償却資産を所有している事業者の方には、毎年１月１日現在、高畠町内にあ
る償却資産を１月末日まで申告していただくことになっております。 
　平成29年度の申告書は、12月９日（金）頃にお送りする予定です。 
　国税（法人税、所得税）と、固定資産税（償却資産）の償却資産の取扱いの違いについては次の
ようになります。

中小企業者等の少額資産特例
（租税特別措置法第28条の２、第67条の５
旧租税特別措置法第67条の８ ほか）

個別に
減価償却し
ているもの③売買扱いとする
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　  ない資産
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〔　　　　　〕
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一般会計歳入歳出予算額

118 億 3,188 万円

歳入
収入済額　52億 8,554 万円
収入率　　44.7％ 歳出

執行済額　45億 9,422 万円
執行率　　38.8％

（単位：万円）（単位：万円）

平成28年度上半期（４月１日～９月30日）

町の財政状況をお知らせします

▲改修工事中の屋代小学校（旧第二中学校）
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137,676
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執行済額

78,859
96,329
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特　　別　　会　　計

会　　　計　　　名 予　算　現　額 収　入　済　額 執　行　済　額

下 水 道 事 業 特 別 会 計 8億3,392万円 4億441万円 3億8,114万円

農業集落排水事業特別会計 7,538万円 4,812万円 3,258万円

特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 9,817万円 3,374万円 2,561万円

飲料水供給事業特別会計 318万円 58万円 123万円

国民健康保険特別会計 31億7,702万円 11億7,249万円 13億1,689万円

介 護 保 険 特 別 会 計 26億2,571万円 9億7,793万円 9億5,161万円

後期高齢者医療特別会計 2億2,096万円 6,352万円 6,426万円

訪問看護事業特別会計 2,307万円 1,022万円 977万円

財 産 区 特 別 会 計
（高畠・二井宿・屋代・和田） 792万円 253万円 234万円

合　　　　計 70億6,533万円 27億1,354万円 27億8,543万円

町　債　等　の　状　況

会　計　名 9月末起債残高 一時借入金
残　　　高

一 般 会 計 121億4,114万円 0円

下水道事業特別会計 47億3,274万円 0円

農業集落排水事業特別会計 4億4,196万円 0円
特 定 地 域 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 2億5,580万円 0円

飲料水供給事業特別会計 2,373万円 0円

水 道 事 業 会 計 5億2,404万円 0円

病 院 事 業 会 計 25億846万円 0円

計 206億2,787万円 0円

町　有　財　産　の　状　況
平成28年3月末日現在高との比較

区　　　分 28年9月末現在 増　減

土　　　　　地 23,718,994㎡ △2,179㎡

建　　　　　物 108,317㎡ 32㎡

有　価　証　券 439万円 0万円

出資による権利 2億2,542万円 21万円

基　　金　　の　　状　　況
平成28年3月末日現在高との比較

区　　　分 28年9月末現在高 増　　減

財 政 調 整 基 金 5億1,997万円 0万円

減 債 基 金 3億9,398万円 8万円

公 共 施 設 等
整 備 基 金 6億5,566万円 17万円

人 材 養 成 基 金 2,028万円 0万円

スポーツ振興基金 2,984万円 0万円

国 民 健 康 保
険 給 付 基 金 2億4,587万円 0万円

地 域 福 祉 基 金 6,654万円 0万円

介 護 保 険 介
護 給 付 費
準 備 基 金

1億8,622万円 0万円

財 産 区 基 金
（高畠、二井宿、屋代、和田） 1億4,011万円 △143万円

そ の 他 12億4,288万円 4,800万円

計 35億135万円 4,682万円

公　営　企　業　会　計

区　　　分 収　　入 支　　出 差し引き

病院事業会計
収益的収支 11億9,009万円 9億3,775万円 2億5,234万円

資本的収支 1億4,110万円 1億3,367万円 743万円

水道事業会計
収益的収支 2億5,912万円 1億2,196万円 1億3,716万円

資本的収支 260万円 1,638万円 △1,378万円
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まちの話題 あれこれ

ろすけ童話賞贈呈式ひ
11 月４日㈮、第 27 回ひろすけ童話賞の贈呈式が浜

田広介記念館ひろすけホールで開催されました。
今回の受賞作品『おならくらげ』の作者ささきあり

さんに、ひろすけ童話賞委員会委員長の寒河江町長から
賞状や記念のレリーフが贈られました。
ささきさんはこの本を通して、「人と比べて落ち込ん

だり、生き急いでほしくない。一人ひとりが持っている
個性を大切に、自信を持ってのびのびと生きてほしい。」
と子どもたちに伝えたかったと話していました。

本歴代４位の好記録で優勝！日

種目 １位 ２位 ３位

50km一般男子 小 林 　 快
（ビックカメラ）３時間 42 分 08 秒

勝 木 隼 人
（自衛隊体育学校）

大 隈 武 士
（ Ｊ Ｒ 九 州 ）

20km一般男子 高 橋 英 輝
（ 富 士 通 ） 1時間 21 分 08 秒

山 西 利 和
（ 京 都 大 学 ）

及 川 文 隆
（ 東 洋 大 学 ）

20km一般女子 淺田千安芸
（㈱ＤＮＰ西日本）１時間 34 分 07 秒

五 藤 怜 奈
（中部学院大学）

道 口 　 愛
（自衛隊体育学校）

10km一般女子 上 田 菜 花
（至学館大学） 50分 03 秒 浅 水 千 歩

（ 獨 協 大 学 ）
和 田 菜 摘

（至学館大学）

10km高校男子 佐 藤 　 光
（秋田工業高校） 44分 40 秒 近 藤 大 貴

（秋田工業高校）
戸 田 祐 真

（静岡学園高校）

  ５km高校女子 矢 島 風 香
（長野東高校） 23分 31 秒 臼 井 　 優

（中央大学付属横浜高校）
杉 田 枝 穂

（尾山台高校）

  3km中学男子 髙 橋 健 太
（高畠中学校） 21分 13 秒 添 川 透 矢

（高畠中学校）

  3km中学女子 林 　 美 玖
（中央大学付属横浜中学校） 15 分 44 秒 稲 川 夏 希

（学習院中等科）
長谷川　渚

（高畠中学校）

　第 55回全日本 50㎞競歩高畠大会が 10月 23 日㈰に開催されました。来年８月
にロンドンで開催される第 16回世界陸上競技選手権大会代表選手選考会を兼ねた
この大会で、小林快選手（ビックカメラ）が３時間 42分 08 秒の日本歴代４位と
なる記録で優勝しました。
　小林選手は日本陸連の派遣設定記録を突破し、世界選手権代表に内定しました。

メダリストが来校銅
　８月に開催されたリオデジャネイロオリンピック陸
上競技 50㎞競歩で、日本人初の銅メダルを獲得した
荒井広宙選手（自衛隊）が、10 月 21 日㈮に高畠中
学校を訪れ生徒らを前に講演しました。
　荒井選手は、全日本競歩高畠大会でこれまで３度優
勝しており、本人の希望で縁

ゆかり

のある高畠での講演会が
実現しました。
　夢や目標を持って、その実現のために努力すること
の大切さや、人との出会いに感謝することなど、オリ
ンピック出場の体験に結びつけて語っていただきました。

MACHI no WADAI AREKORE
めでとうございますお

　昭和 36 年より統計調査に従事され、以後 55 年の長
きにわたり通算 68回の各種統計調査に町統計調査員と
して尽力されました。特に農林業センサスについて、昭
和 40年より毎回調査員として従事され、その活動が公
共の利益に貢献したとして功績が認められたものです。

秋の褒章　藍綬褒章

近野　弘さん（露藤中）

秋の叙勲   瑞宝双光章

島津仁道さん（下和田北）

　昭和 62年から現在に至るまで、保護司として更生保
護活動の発展に寄与された功績が認められたものです。
　また、長年にわたる青少年育成町民会議の会長として
の功績により、山形県青少年健全育成県民大会において
青少年育成功労者表彰も受賞されました。

を代表して皇居に献穀県
　10 月 27 日㈭に皇居において新

にいなめ

嘗祭の儀に供する
献穀献納式が執り行われ、渡部京一さん（下和田 12）
が精米（つや姫）１升、中川進さん（本町）が精粟（虎
の尾）５合を、山形県を代表して献穀献納しました。 
　新嘗祭は、毎年 11 月 23 日に天皇陛下が五穀の豊
穣を神に感謝する宮中祭祀で、これに先立って行われ
る「新嘗祭献穀献納式」は、新嘗祭に使用されるお米
と粟を、全国の都道府県から選ばれた生産者が天皇陛
下に献納するものです。 

るさとをつなぐふ
　首都圏在住の置賜出身者らで組織する「花回廊よう
ざんろーど」をつくる会より約 80本の桜木が寄贈さ
れ、11 月２日㈬には高畠中学校で植樹祭が行われま
した。
　この植樹祭は、置賜地区や県内に桜を中心とした花
回廊をつくり、故郷との架け橋を築いていこうと平成
13年から同会が始めたものです。
　この日は、47 人の会員が参加し、生徒代表らとと
もに植樹を行いました。
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まちの話題 あれこれ

ろすけ童話賞贈呈式ひ
11 月４日㈮、第 27 回ひろすけ童話賞の贈呈式が浜

田広介記念館ひろすけホールで開催されました。
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MACHI no WADAI AREKORE
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を代表して皇居に献穀県
　10 月 27 日㈭に皇居において新

にいなめ

嘗祭の儀に供する
献穀献納式が執り行われ、渡部京一さん（下和田 12）
が精米（つや姫）１升、中川進さん（本町）が精粟（虎
の尾）５合を、山形県を代表して献穀献納しました。 
　新嘗祭は、毎年 11 月 23 日に天皇陛下が五穀の豊
穣を神に感謝する宮中祭祀で、これに先立って行われ
る「新嘗祭献穀献納式」は、新嘗祭に使用されるお米
と粟を、全国の都道府県から選ばれた生産者が天皇陛
下に献納するものです。 

るさとをつなぐふ
　首都圏在住の置賜出身者らで組織する「花回廊よう
ざんろーど」をつくる会より約 80本の桜木が寄贈さ
れ、11 月２日㈬には高畠中学校で植樹祭が行われま
した。
　この植樹祭は、置賜地区や県内に桜を中心とした花
回廊をつくり、故郷との架け橋を築いていこうと平成
13年から同会が始めたものです。
　この日は、47 人の会員が参加し、生徒代表らとと
もに植樹を行いました。
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は休館日

高畠町立図書館
☎（52）４４９３

12月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

◇なんでわざわざ中年体育　　角田　光代／文芸春秋
◇明るい夜に出かけて　　　　佐藤　多佳子／新潮社
◇落語小説集　芝浜　　　　　　山本　一力／小学館
◇冷え冷えさんのためのぽかぽかお洒落スタイル　　

／宝島社
◇白衣の嘘　　　　　　　　　長岡　弘樹／角川書店

◇へんしんおてんき　　あきやま　ただし／金の星社
◇チロルくんのりんごの木　　  荒井良二／ NHK出版
◇私がここにいる理由　　　　片川　優子／岩崎書店
◇落語少年サダキチ　　　　田中　啓文╱福音館書店

◇おならくらげ　　　　ささき　あり／フレーベル館

図書館に
行かなくちゃ

パンダともだちたいそう
                            いりやま　さとし／講談社

新着図書
 継続捜査ゼミ　　　　　　

  今野　敏／講談社

　クリスマスのお話とかわいらし
いクリスマスブーツ作りを行いま
す。幼児から小学生まで参加でき
ます。みんなで楽しみましょう！
○期日／12 月 18日（日）
　　　　 10 時～ 11時 30分

○場所／高畠町立図書館
○参加無料です。定員は 10 名で
すので、電話で申込みください。

　「年末の大掃除は大変！」と思っていらっしゃるみなさんへ、らくに楽しく大
掃除ができる本、また正月の準備に関する本を紹介します。お家の中をキレイに

してよい年を迎えましょう。

今月の企画展
This month's exhibition

「大掃除！～新年の準備もご一緒に～」

火曜日～金曜日　９時～ 18時

土・日・祝日　　９時～ 17時

　「ピーッ！」という笛の音

とともにはじまる、パンダた

ちのたのしいたいそう。おに

ぎり、めがね、だるまさん ...。

さぁ、つぎはなにかな？ペー

ジをめくると、パンダたちが

だいへんしんします。

　キャンパスで起こる様々な

事件は、やがてある大事件に

結びつく。史上もっとも美し

い捜査チーム誕生！元ノン

キャリ刑事の大学教授とイマ

ドキ女子大生が「未解決事件」

に挑む、新感覚警察小説。

平成 28度　庁舎通り商店街オブジェ

感想絵てがみコンクール受賞者発表
　今年で９回目となる庁舎通り商店街オブジェ「感想絵てがみコンクー
ル」には、友だちや家族に宛てた心温まる 170 点の応募があり、図書館
秋フェスタの会場で表彰されました。ご応募ありがとうございました。

・庁舎通り（メルヘン通り）賞　鈴木　眞子さん　（和田小学校２年）
　　　　　　　　　　　　　　梅津　后さん　　（高畠小学校３年）
・町立図書館長賞　　　　　　濱田　紗耶さん　（亀岡小学校２年）
　　　　　　　　　　　　　　大野　碧空さん     （高畠小学校３年）
　　　　　　　　　　　　　　島津　裕子さん     （一般）
・高畠郵便局長賞　　　　　　竹田　颯也くん     （高畠小学校１年）
　　　　　　　　　　　　　　鈴木　諒くん　　（和田小学校３年）
　　　　　　　　　　　　　　坂本　ダヴィくん（高畠小学校４年）

「無料！古本市」への

提供ありがとうございました。

　町内 15 人の方から 703 冊ご提供

をいただきました。図書館では、本

の寄贈を随時受け付けております。

寄贈を受けた本の一部は、移動図書

館車や高畠駅の「どうぞの図書館」

で活用させていただいています。 ▲ハロウィンのおはなし会
での工作 (かぼちゃのバッグ）

クリスマスのおはなし会
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で
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川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
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の
う
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ガ
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枚
に
。

　

詩
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い
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封
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い
。

　

住
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に
お
書
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だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

【次回〆切り日】
俳句・短歌
１月４日㈬
詩・川柳
１月31日㈫
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に
縮
め
て
い
る
現
実
は
悲
し
い
。

あ
の
ま
ま
お
じ
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
東
京
都（
高
畠
町
出
身
）

佐
野
高
恵

秀〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃客〃〃〃〃人地天軸

竹
森　

石
山
み
ゑ
子

け
ん
か
せ
ぬ
よ
う
神
様
が

山
に
種
を
ま
き
ま
し
た

皆
譲
り
合
い
の
精
神
で

山
の
お
う
ち
は
平
和
で
す

（
評
）
秋
ら
し
く
リ
ス
と
ド
ン
グ
リ
と

の
会
話
。
童
話
風
の
や
さ
し
い
物
語

詩
。
互
譲
精
神
で
自
然
が
循
環
し
て
い

る
な
ら
人
間
世
界
も
学
ぶ
べ
き
か
。

※
詩
の
形
態
は
あ
っ
て
な
い
よ
う

な
も
の
。
自
由
に
文
字
に
表
し
て

多
様
の
方
々
か
ら
の
投
稿
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

選
者
よ
り

（
評
）
十
代
の
学
習
仲
間
と
の
再
会
、

将
来
の
進
路
を
模
索
し
な
が
ら
勉
強

し
、
今
や
六
十
代
。
人
生
の
大
半
を
歩

ん
で
、
自
意
識
か
ら
開
放
さ
れ
た
。
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は休館日

高畠町立図書館
☎（52）４４９３

12月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

◇なんでわざわざ中年体育　　角田　光代／文芸春秋
◇明るい夜に出かけて　　　　佐藤　多佳子／新潮社
◇落語小説集　芝浜　　　　　　山本　一力／小学館
◇冷え冷えさんのためのぽかぽかお洒落スタイル　　

／宝島社
◇白衣の嘘　　　　　　　　　長岡　弘樹／角川書店

◇へんしんおてんき　　あきやま　ただし／金の星社
◇チロルくんのりんごの木　　  荒井良二／ NHK出版
◇私がここにいる理由　　　　片川　優子／岩崎書店
◇落語少年サダキチ　　　　田中　啓文╱福音館書店

◇おならくらげ　　　　ささき　あり／フレーベル館

図書館に
行かなくちゃ

パンダともだちたいそう
                            いりやま　さとし／講談社

新着図書
 継続捜査ゼミ　　　　　　

  今野　敏／講談社

　クリスマスのお話とかわいらし
いクリスマスブーツ作りを行いま
す。幼児から小学生まで参加でき
ます。みんなで楽しみましょう！
○期日／12 月 18日（日）
　　　　 10 時～ 11時 30分

○場所／高畠町立図書館
○参加無料です。定員は 10 名で
すので、電話で申込みください。

　「年末の大掃除は大変！」と思っていらっしゃるみなさんへ、らくに楽しく大
掃除ができる本、また正月の準備に関する本を紹介します。お家の中をキレイに

してよい年を迎えましょう。

今月の企画展
This month's exhibition

「大掃除！～新年の準備もご一緒に～」

火曜日～金曜日　９時～ 18時

土・日・祝日　　９時～ 17時

　「ピーッ！」という笛の音

とともにはじまる、パンダた

ちのたのしいたいそう。おに

ぎり、めがね、だるまさん ...。

さぁ、つぎはなにかな？ペー

ジをめくると、パンダたちが

だいへんしんします。

　キャンパスで起こる様々な

事件は、やがてある大事件に

結びつく。史上もっとも美し

い捜査チーム誕生！元ノン

キャリ刑事の大学教授とイマ

ドキ女子大生が「未解決事件」

に挑む、新感覚警察小説。

平成 28度　庁舎通り商店街オブジェ

感想絵てがみコンクール受賞者発表
　今年で９回目となる庁舎通り商店街オブジェ「感想絵てがみコンクー
ル」には、友だちや家族に宛てた心温まる 170 点の応募があり、図書館
秋フェスタの会場で表彰されました。ご応募ありがとうございました。

・庁舎通り（メルヘン通り）賞　鈴木　眞子さん　（和田小学校２年）
　　　　　　　　　　　　　　梅津　后さん　　（高畠小学校３年）
・町立図書館長賞　　　　　　濱田　紗耶さん　（亀岡小学校２年）
　　　　　　　　　　　　　　大野　碧空さん     （高畠小学校３年）
　　　　　　　　　　　　　　島津　裕子さん     （一般）
・高畠郵便局長賞　　　　　　竹田　颯也くん     （高畠小学校１年）
　　　　　　　　　　　　　　鈴木　諒くん　　（和田小学校３年）
　　　　　　　　　　　　　　坂本　ダヴィくん（高畠小学校４年）

「無料！古本市」への

提供ありがとうございました。

　町内 15 人の方から 703 冊ご提供

をいただきました。図書館では、本

の寄贈を随時受け付けております。

寄贈を受けた本の一部は、移動図書

館車や高畠駅の「どうぞの図書館」

で活用させていただいています。 ▲ハロウィンのおはなし会
での工作 (かぼちゃのバッグ）

クリスマスのおはなし会

次
回
課
題
：「
予
感
」

「
本
音
」

ど
う
い
う
訳
だ
ろ
う
。

塾
を
や
っ
て
い
た
方
が
い
た
。

そ
の
方
は
、
地
区
の
郵
便
局
に
勤
務

し
て
い
た
。

中
三
の
人
が
、
い
つ
も
何
人
か
い
た

っ
け
。

私
が
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、
新
婚
ほ
や

ほ
や
。

そ
ん
な
大
人
の
事
情
も
知
ら
な
い
で
毎

晩
誰
か
が
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

大
学
に
入
り
た
い
男
子
が
い
た
、
い

つ
も
つ
き
っ
き
り
。

お
い
て
け
ぼ
り
の
わ
た
し
。

か
つ
て
の
塾
生
が
、
数
年
前
か
ら

「
囲
む
会
」
を
や
っ
て
い
る
。

今
年
も
六
人
出
席
。

み
ん
な
変
わ
ら
な
く
て
、
な
つ
か
し
い
。

そ
れ
で
い
て
、
齢と

し

相
応
の
大
人
に
な

っ
て
、
子
や
孫
の
話
ざ
か
り
。

集
ま
る
意
味
な
ん
て
、
考
え
な
く
て

も
い
い
時
間
が
心
地
い
い
。

今
回
も
、
十
代
の
頃
何
者
に
な
る
の

か
悩
ん
だ
、
自
分
を
思
い
出
し
た
。

あ
る
会
の
出
来
事

山
の
木
の
実

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子

「
リ
ス
さ
ん
リ
ス
さ
ん
お
い
で
な
さ
い
」

ど
こ
か
で
優
し
い
声
が
す
る

ク
ル
ミ
拾
い
を
中
止
し
て

声
の
し
た
方
へ
登
っ
て
い
く

「
な
ー
ん
だ
ド
ン
グ
リ
の
叔
母
さ
ん
だ
」

「
昨
日
大
嵐
吹
い
た
で
し
ょ
う

私
の
子
達
は
一
人
前

み
ん
な
離
れ
て
落
ち
た
の
よ

隣
の
山
の
ク
マ
さ
ん
も

風
の
匂
い
に
誘
わ
れ
て

こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
や
っ
て
く
る

今
年
は
沢
山
実
を
つ
け
た

長
生
き
す
る
た
め
来
年
は
休
み

ふ
た
冬
分
を
拾
う
と
い
い
よ･･･

里
の
人
家
は
雪
囲
い

野
菜
も
あ
わ
て
て
囲
っ
て
い
る

ほ
ら
見
て
ご
ら
ん

遠
く
の
山
の
空
の
下

黒
い
雲
が
見
え
る
で
し
ょ
う

そ
の
内
お
空
か
ら
白
い
雪
が

ド
ン
グ
リ
隠
し
て
し
ま
う
か
ら

見
え
る
う
ち
に
穴
倉
に

急
い
で
沢
山
拾
っ
て
ね
」

柔
ら
か
い
木
の
実
は
小
鳥
さ
ん
に

硬
い
木
の
実
は
ク
マ
さ
ん
に

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。

【次回〆切り日】
俳句・短歌
１月４日㈬
詩・川柳
１月31日㈫

枯

柳

子

石
山
み
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子

本
田
敏
朗

山
村
和
子

太
田
邦
緒

大
河
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京
子

秋
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と
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子

渡
部
美
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鏡
た
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吉
田
三
郎

原
田
利
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小
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昭

川
井
み
よ

御
田
俊
坊

村
上
禅
月

大
槻
京
子

濱
田
さ
だ
子

竹
田
美
千
子

川
村
祐
一

川
井
み
よ

菅
野
信
一

選

者

詠

一
本
柳

竹

森

深

沼

福

沢

相

森

元

町

一
本
柳

福

沢

二
井
宿

泉

岡

馬

頭

上
和
田

福

沢

竹

森

夏

茂

石

岡

二
井
宿

高

安

亀

岡

二
井
宿

夏

茂

旭

町

石

岡

金

原

過
労
死
は
本
音
で
避
け
て
怠
け
た
い

か
ど
が
立
つ
本
音
で
も
の
を
言
う
時
は

本
音
な
ど
彼
女
の
料
理
に
云
え
ぬ
わ
け

お
手
伝
あ
あ
疲
れ
た
と
本
音
吐
く

老
い
た
れ
ば
本
音
を
見
せ
ず
笑
顔
も
て

子
の
声
を
本
音
で
聞
き
て
芽
を
育
て

悪あ
く
た
い態

は
か
ま
っ
て
ほ
し
い
子
の
サ
イ
ン

家
族
愛
本
音
を
胸
に
嫁
姑

本
音
で
す
見
せ
か
け
で
な
い
正
直
に

へ
そ
く
り
も
本
音
を
明
か
す
夫
婦
愛

心
底
に
本
音
を
は
く
に
は
酒
が
い
る

本
音
な
ど
胸
の
奥
底
戦
中
派

つ
い
本
音
「
ボ
ケ
」
で
通
せ
ぬ
事
と
な
り

酒
す
す
み
本
音
と
び
か
い
懇
親
会

お
互
い
の
本
音
を
探
す
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ

偽
り
を
言
っ
て
も
本
音
目
が
語
る

つ
い
本
音
心
許
し
た
友
だ
か
ら

試
食
会
不ま

ず味
い
と
云
え
ず
新
し
い

友
と
お
茶
本
音
吐
き
出
し
身
が
軽
く

友
帰
る
後
ろ
姿
に
本
音
み
え

言
い
た
い
が
言
わ
ぬ
本
音
に
あ
る
値
う
ち

月
給
日
夕
食
本
音
待
っ
て
い
る

恵
ま
れ
て
本
音
語
れ
る
友
在
り
て

睦
ま
し
く
本
音
で
奏
で
る
金
婚
譜

愛
の
鞭
本
音
で
叱
る
子
育
て
記

あ
の
ま
ま
お
じ
ん
と
家
族
と
い
た
ら

小
さ
い
町
だ
け
ど
、
平
凡
な
結
婚
を

し
て

お
じ
ん
も
長
生
き
し
て
、
お
父
さ
ん

も
長
生
き
し
て

孫
を
見
る
ま
で
長
生
き
で
き
た
か
も

知
れ
な
い

高
畠
の
お
米
も
、
お
じ
ん
の
庭
の
と

う
も
ろ
こ
し
や
か
ぼ
ち
ゃ
等
々

お
い
し
い
も
の
を
沢
山
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
て
、
お
い
し
い
お
水
を
飲
ん
で

い
た
ら

化
学
肥
料
が
自
然
の
堆
肥
だ
っ
た
ら

農
薬
が
木
酢
な
ど
自
然
の
も
の
だ
っ
た
ら

お
じ
ん
も
長
生
き
し
て
ガ
ン
に
な
ら

な
か
っ
た
。

（
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じ
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ゃ
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と
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に
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縮
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。
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た

皆
譲
り
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の
精
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で
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の
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う
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（
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）
秋
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し
く
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ス
と
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と

の
会
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。
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の
や
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し
い
物
語
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。
互
譲
精
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で
自
然
が
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間
世
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も
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。
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の
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の
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自
由
に
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に
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し
て

多
様
の
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々
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投
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待

し
て
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す
。
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よ
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（
評
）
十
代
の
学
習
仲
間
と
の
再
会
、

将
来
の
進
路
を
模
索
し
な
が
ら
勉
強

し
、
今
や
六
十
代
。
人
生
の
大
半
を
歩

ん
で
、
自
意
識
か
ら
開
放
さ
れ
た
。
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人権は、人間が人間らしく生きる権利です。「人権
デー」（12 月 10 日：世界人権宣言採択日）を、

最終日とする１週間が「人権週間」です。
≪人権相談を開催します≫

どんなことでも、なんでもお気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。
▶日時／ 12 月７日㈬９時～ 15 時
▶場所／町老人福祉センター
　上記以外の日でも、
みんなの人権１１０番　０５７０（００３）１１０

※通話料がかかります。

INFORMATION from TAKAHATA
お知らせ

冬の交通安全県民運動
12月１日㈭～ 10日㈯
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

冬季は積雪や路面凍結、悪天候時の視界不良等に
より道路環境が悪化し、交通事故が多発する時

期です。５分早めの行動で、ゆとり運転を心がけま
しょう。
　また、12 月は飲酒の機会が多くなります。職場や
家庭でも飲酒運転を絶対に「しない・させない・許さ
ない」を徹底しましょう！
【運動の重点】
◇５分早めの行動で冬道の交通事故防止
◇早めのヘッドライト点灯の励行
◇高齢歩行者への思いやり運転の励行
◇飲酒運転の撲滅

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 89（－11） １（±０） 113（－11）

南陽市 182（＋９） ２（＋１） 261（＋23）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成28年10月31日現在の交通事故発生状況

お知らせ

公共施設の年末年始休み
施　設　名 年末年始休館期間

高畠町役場・げんき館・文化ホール・
公立高畠病院（一般外来のみ※救急対応は 24 時間可）

12月29日㈭～１月３日㈫

中央公民館・総合交流プラザ（子育て支援センター含む）・
地区公民館（二井宿・屋代・亀岡・和田）・
糠野目生涯学習館・体育センター・多目的屋内運動場・上和田交流館・
町立図書館・町営体育館・武道館・浜田広介記念館・県立考古資料館

12月28日㈬～１月４日㈬

町郷土資料館 12月１日㈭～３月31日㈮
※冬期休館

お 願 い

建物の取りこわしは
ありませんか？

問町税務課資産税係　　　　　　☎（52）２０７８

建物を取りこわしたときや、年内中に取りこわし
の予定があるときは「建物取壊届」を税務課に

提出してください。届出に基づいて現地を確認後、課
税台帳から削除します。
　「建物取壊届」提出から現地確認までに一定の時間
を必要としますので、12 月 22 日㈭までに提出をお願
いします。
※ 11 月末までに法務局で建物の滅失登記が済んでい
る場合は届出の必要はありません。
　届出の様式は、税務課窓口または町ホームページか
らダウンロードできます。

お知らせ

第 68回人権週間
12月４日㈰～ 10日㈯
問山形地方法務局米沢支局　　　☎（22）２１４８

高畠町からのおしらせ

お 願 い

油の流出事故多発警報 !!
問町生活環境課衛生係　　　　　☎（52）１５９６

冬期間は灯油を使う機会が多くなり油流出事故も
多く発生し、社会生活に大きな被害を与えてい

ます。油の取扱いには、細心の注意を払ってください。
≪油流出事故を防ぐには≫

◎ホームタンクなどからの給油中は絶対にその場を離
　れない
◎タンクや給油管などは定期的に点検する
◎落雪や除雪時に配管が破損しないよう注意する
☆油流出事故を起こしたり発見した場合は、町生活環
　境課または消防署、警察へ速やかにご連絡ください。
☆油流出事故の処理に使用した物品等は、現物補償し
　ていただくことになります。
☆油流出事故による農業等の被害が発生した場合は、
　損害賠償請求される場合があります。

お知らせ

歳末火災特別警戒実施
12月20日㈫～31日㈯

これからの時期、気温も下がり暖房器具を使用す
る機会も増えてきます。暖房器具やガスコンロ

を使用する際は、事前の整備・点検、安全な使用をお
願いします。
　また、ホームタンクからの油漏れ事故も多くなる季
節です。ポリタンク等へ詰め替える際は、絶対にその
場から離れないようにしましょう。

≪冬期間の防火のポイント≫
◎ストーブの上に洗濯物を干したり、近くに燃えやす
　い物を置かない。
◎暖房器具に給油する時は、必ず火を消してその場を
　離れない。
◎ガスボンベは、チェーン等で固定して雪害を受けな
　いようにする。

募 集

期日前投票立会人募集
問町選挙管理委員会事務局　　　☎（52）１１１１

平成29年１月 22 日に実施される山形県知事選挙
から、新たに期日前投票所の投票立会人を務め

ていただける方を募集します。
　期日前投票立会人は、期日前投票所で投票に立ち会
い、選挙が公正かつ確実に行われているか確認する役
割です（選挙制度等に関する知識は必要ありません）。 
▶応募資格／町内の有権者
▶申込締切／ 12 月 16 日㈮
▶立会期間／期日前投票期間内で割り振り調整。
　　　　　　（平成 29 年１月６日～１月 21 日）
▶立会時間／８時 30 分～ 20 時
▶報酬等／報酬日額 9,500 円、日当 1,100 円、車賃　
　※食事の提供はありません。

問高畠消防署予防係　　　　　　☎（52）１５０５

お知らせ

年末のし尿くみ取り
申込みはお早めに !!

問南陽クリーンセンターし尿くみ取り申込所　　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎（40）２６１２

年末のし尿くみ取りは、毎年大変混みあいますの
で、お早めにお申し込みください。年内（12 月

28 日まで）のくみ取りを希望される場合は、12 月
14 日㈬までにお申し込みください。これ以降ですと、
くみ取りが正月明けになることがあります。
▶受付／南陽クリーンセンターし尿くみ取り申込所
　　　　（平日８時 30 分～ 17 時）

お知らせ

多目的広場のトイレを
閉鎖します
問町産業経済課商工振興係　　　☎（52）２０１９

凍結防止のため、12 月 19 日㈪～来年３月末まで
の期間、多目的広場（旧高畠病院跡地）のトイ

レを閉鎖します。
　なお、多目的広場駐車場はご利用いただけます。
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人権は、人間が人間らしく生きる権利です。「人権
デー」（12 月 10 日：世界人権宣言採択日）を、

最終日とする１週間が「人権週間」です。
≪人権相談を開催します≫

どんなことでも、なんでもお気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。
▶日時／ 12 月７日㈬９時～ 15 時
▶場所／町老人福祉センター
　上記以外の日でも、
みんなの人権１１０番　０５７０（００３）１１０

※通話料がかかります。

INFORMATION from TAKAHATA
お知らせ

冬の交通安全県民運動
12月１日㈭～ 10日㈯
問町生活環境課生活安全係　　　☎（52）４４７１

冬季は積雪や路面凍結、悪天候時の視界不良等に
より道路環境が悪化し、交通事故が多発する時

期です。５分早めの行動で、ゆとり運転を心がけま
しょう。
　また、12 月は飲酒の機会が多くなります。職場や
家庭でも飲酒運転を絶対に「しない・させない・許さ
ない」を徹底しましょう！
【運動の重点】
◇５分早めの行動で冬道の交通事故防止
◇早めのヘッドライト点灯の励行
◇高齢歩行者への思いやり運転の励行
◇飲酒運転の撲滅

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 89（－11） １（±０） 113（－11）

南陽市 182（＋９） ２（＋１） 261（＋23）  

　　　※増減は前年同時期との比較です

平成28年10月31日現在の交通事故発生状況

お知らせ

公共施設の年末年始休み
施　設　名 年末年始休館期間

高畠町役場・げんき館・文化ホール・
公立高畠病院（一般外来のみ※救急対応は 24 時間可）

12月29日㈭～１月３日㈫

中央公民館・総合交流プラザ（子育て支援センター含む）・
地区公民館（二井宿・屋代・亀岡・和田）・
糠野目生涯学習館・体育センター・多目的屋内運動場・上和田交流館・
町立図書館・町営体育館・武道館・浜田広介記念館・県立考古資料館

12月28日㈬～１月４日㈬

町郷土資料館 12月１日㈭～３月31日㈮
※冬期休館

お 願 い

建物の取りこわしは
ありませんか？

問町税務課資産税係　　　　　　☎（52）２０７８

建物を取りこわしたときや、年内中に取りこわし
の予定があるときは「建物取壊届」を税務課に

提出してください。届出に基づいて現地を確認後、課
税台帳から削除します。
　「建物取壊届」提出から現地確認までに一定の時間
を必要としますので、12 月 22 日㈭までに提出をお願
いします。
※ 11 月末までに法務局で建物の滅失登記が済んでい
る場合は届出の必要はありません。
　届出の様式は、税務課窓口または町ホームページか
らダウンロードできます。

お知らせ

第 68回人権週間
12月４日㈰～ 10日㈯
問山形地方法務局米沢支局　　　☎（22）２１４８

高畠町からのおしらせ

お 願 い

油の流出事故多発警報 !!
問町生活環境課衛生係　　　　　☎（52）１５９６

冬期間は灯油を使う機会が多くなり油流出事故も
多く発生し、社会生活に大きな被害を与えてい

ます。油の取扱いには、細心の注意を払ってください。
≪油流出事故を防ぐには≫

◎ホームタンクなどからの給油中は絶対にその場を離
　れない
◎タンクや給油管などは定期的に点検する
◎落雪や除雪時に配管が破損しないよう注意する
☆油流出事故を起こしたり発見した場合は、町生活環
　境課または消防署、警察へ速やかにご連絡ください。
☆油流出事故の処理に使用した物品等は、現物補償し
　ていただくことになります。
☆油流出事故による農業等の被害が発生した場合は、
　損害賠償請求される場合があります。

お知らせ

歳末火災特別警戒実施
12月20日㈫～31日㈯

これからの時期、気温も下がり暖房器具を使用す
る機会も増えてきます。暖房器具やガスコンロ

を使用する際は、事前の整備・点検、安全な使用をお
願いします。
　また、ホームタンクからの油漏れ事故も多くなる季
節です。ポリタンク等へ詰め替える際は、絶対にその
場から離れないようにしましょう。

≪冬期間の防火のポイント≫
◎ストーブの上に洗濯物を干したり、近くに燃えやす
　い物を置かない。
◎暖房器具に給油する時は、必ず火を消してその場を
　離れない。
◎ガスボンベは、チェーン等で固定して雪害を受けな
　いようにする。

募 集

期日前投票立会人募集
問町選挙管理委員会事務局　　　☎（52）１１１１

平成29年１月 22 日に実施される山形県知事選挙
から、新たに期日前投票所の投票立会人を務め

ていただける方を募集します。
　期日前投票立会人は、期日前投票所で投票に立ち会
い、選挙が公正かつ確実に行われているか確認する役
割です（選挙制度等に関する知識は必要ありません）。 
▶応募資格／町内の有権者
▶申込締切／ 12 月 16 日㈮
▶立会期間／期日前投票期間内で割り振り調整。
　　　　　　（平成 29 年１月６日～１月 21 日）
▶立会時間／８時 30 分～ 20 時
▶報酬等／報酬日額 9,500 円、日当 1,100 円、車賃　
　※食事の提供はありません。

問高畠消防署予防係　　　　　　☎（52）１５０５

お知らせ

年末のし尿くみ取り
申込みはお早めに !!

問南陽クリーンセンターし尿くみ取り申込所　　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎（40）２６１２

年末のし尿くみ取りは、毎年大変混みあいますの
で、お早めにお申し込みください。年内（12 月

28 日まで）のくみ取りを希望される場合は、12 月
14 日㈬までにお申し込みください。これ以降ですと、
くみ取りが正月明けになることがあります。
▶受付／南陽クリーンセンターし尿くみ取り申込所
　　　　（平日８時 30 分～ 17 時）

お知らせ

多目的広場のトイレを
閉鎖します
問町産業経済課商工振興係　　　☎（52）２０１９

凍結防止のため、12 月 19 日㈪～来年３月末まで
の期間、多目的広場（旧高畠病院跡地）のトイ

レを閉鎖します。
　なお、多目的広場駐車場はご利用いただけます。
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満１歳になるお子さんを募集します未来っ子登場Children
　平成29年１月号に掲載するのは、平成28年１月中に生まれた町内在住のお子さんです。

♪申込締切／ 12月９日（金）　　

♪申込先／町企画財政課広聴広報係　☎（52）４４７６

♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画財政課までお越しください。現像済み写真・データ共に可

能です。写真は編集の後ご返却します。
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☆昨年の育児講座の様子「みなさ
ん時間を忘れて集中していまし
た」
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。

　町福祉課では例年 12 月頃から、資金貸付の相談を受けることが多くなっています。また、ひ
とり親家庭の親自身の資格取得を応援する制度内容も強化・充実されてきていますので、年末に
向けて、あるいは新年度の準備のためにこの時期知っておいていただきたい制度を紹介します。

◆母子父子寡婦福祉資金貸付制度
　ひとり親家庭の父母や寡婦の方に低利子または

無利子で資金の貸付を行う制度です。子どもの入

学準備や授業料に充てるための資金、親や子ども

が就職等のために技能を習得する際の資金等があ

り、子どもの修学や就職のための資金は子ども本

人が借りることもできます。

▶資金の種類：修学資金、就学支度資金、技能習

得資金、就職支度資金、住宅資金、転宅資金等

※審査を行い、家庭状況等について詳しくお聞き

して貸付を決定します。状況によって貸付を受

けられない場合があります。相談をいただいて

から送金までは２ヶ月程度の時間を要します。

◆高等職業訓練促進給付金
　ひとり親家庭の親自身が看護師や保育士等就職

の際に有利となる資格取得のために専門学校など

の養成機関で１年以上修業する場合に、生活費を

支援するため定額を支給する制度です。

▶支給額（月額）：

　町民税課税世帯…７万５千円    　　　

　町民税非課税世帯…10万円

▶対象資格：看護師、准看護師、保育士、介護福祉士、

美容師、調理師、歯科衛生士　等

◆ひとり親家庭生活応援給付金・
　　　　　　　　住まい応援給付金
　高等職業訓練促進給付金の受給者に対する上乗

せ給付で、修業期間中の生活や住居費用（家賃）

の負担軽減を図ることで、自立を支援するために

給付するものです。

▶生活応援給付金支給額（月額）　：５万円  

▶住まい応援給付金支給額（月額）：２万円　

※家賃が２万円未満の場合は家賃として支払った額

※社宅、社員寮、公営住宅は対象外

◆自立支援教育訓練給付金
　雇用保険制度の教育訓練給付を受けられない方

でも、教育訓練講座を受講した際に同様の給付が

受けられる制度です。

▶ 給付内容：受講費用の 60％、上限 20万円

※通信教育も対象になる場合があります。いずれ
の講座も受講前に対象講座の指定を受ける必要
があります。

●制度の利用を希望される方は下記まで早めに電話や窓口でご相談ください。

　要件等の詳細についてご案内します。 ▶問合せ先／町福祉課児童福祉係　　☎（52）２８６４

ご存知ですか？

～同じ立場の介護者と語り合い、心と体をリフレッシュしてみませんか？～

◆対象者╱在宅で要介護１以上の方を介護している方
※介護を受けている方が、３ヶ月以上の長期入院や施設
入所をされている場合は参加できません。

※今年度すでに宿泊交流会に参加された方は申込できま
せん。

◆場所╱かみのやま温泉「古窯」
◆定員╱各回とも 15人程度（先着順）
　　　　定員になり次第締め切らせていただきます。

◆日時╱１回目　　12月 19日（月）
　　　　２回目　　１月 25日（水）
　　　　 ※上記１回のみ参加できます。
◆参加費╱ 1,000 円
◆申込・問合せ先╱
　　　高畠町社会福祉協議会　　☎（52）４４８６
　　　高畠町福祉課包括支援係　☎（52）４４９５

ひとり親家庭の福祉支援制度について

家族介護者交流会（日帰り）のご案内
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満１歳になるお子さんを募集します未来っ子登場Children
　平成29年１月号に掲載するのは、平成28年１月中に生まれた町内在住のお子さんです。

♪申込締切／ 12月９日（金）　　

♪申込先／町企画財政課広聴広報係　☎（52）４４７６

♪申込書がございますので、写真を持参のうえ町企画財政課までお越しください。現像済み写真・データ共に可

能です。写真は編集の後ご返却します。

な
か
む
ら　

ま
な
と

（
大
町
三
）

中
村　

心
翔　

く
ん

平
成
27
年
12
月
24
日
生お兄ちゃん大好き♡

ふ
れ
あ
い
遊
び
で
心
も
体
も
温
ま
ろ
う
！

子

育

て

通

信

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
╱
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
町

総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）　  

☎
51
０
３
５
０

　

気
温
が
ぐ
っ
と
下
が
り
、
冷
た
い

風
が
吹
き
始
め
、
冬
の
到
来
を
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
そ
ん
な
季
節

は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
遊

び
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？
お
子
さ
ん
を
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し

め
て
あ
げ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
お
ん

ぶ
を
し
た
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た

り
、
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
や
、
す

も
う
ご
っ
こ
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。

ふ
れ
あ
っ
て
遊
ぶ
こ
と
で
体
が
温
ま

る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
と
の
信

頼
関
係
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
の
脳
と
体
の
発
達
に
も
良
い
影

響
が
あ
る
そ
う
で
す
よ
。
子
ど
も
と

い
い
関
係
を
作
る
に
は
、
子
ど
も
の

遊
び
に
寄
り
添
う
事
！
親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
、
寒
い
冬
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
リ
ー
ス
作
り

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
楽
し
い
こ
と

い
っ
ぱ
い
で
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

12
月
育
児
講
座
　

〝
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
〞

　

自
分
の
時
間
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

▼
期
日
／
12
月
15
日
㈭

▼
時
間
／
９
時
45
分
〜
11
時
20
分

▼
場
所
／
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
２
階　

研
修
室

▼
講
師
／
花
の
か
め
や　

 

　
　
　
　
　
　

髙
橋 

い
ず
み  

さ
ん

▼
参
加
費
／
５
４
０
円

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

☆昨年の育児講座の様子「みなさ
ん時間を忘れて集中していまし
た」

う
さ
み　

は
る

（
露
藤
上
）

宇
佐
美　

波
留  

く
ん

平
成
27
年
12
月
１
日
生ノーミルク！ノーライフ！

ふ
く
し
ま　

あ
い
り

（
元
町
三
）

福
島　

愛
莉　

ち
ゃ
ん

平
成
27
年
12
月
２
日
生お兄ちゃん大好き！

き
む
ら　

か
ず
と

（
元
町
三
）

木
村　

一
翔　

く
ん

平
成
27
年
12
月
20
日
生おさんぽ大好き !!

12
月
の
み
ん
な
の
広
場
　

〝
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
〞

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

▼
期
日
／
12
月
21
日
㈬

▼
時
間
／
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
タ
ー（
町

総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

▼
持
ち
物
╱
お
て
ふ
き

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集

　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば　

・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

歌
・
合
奏
・
ダ
ン
ス
・
手
品
・
手

遊
び
・
表
現
遊
び
・
パ
パ
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
な

ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　町福祉課では例年 12 月頃から、資金貸付の相談を受けることが多くなっています。また、ひ
とり親家庭の親自身の資格取得を応援する制度内容も強化・充実されてきていますので、年末に
向けて、あるいは新年度の準備のためにこの時期知っておいていただきたい制度を紹介します。

◆母子父子寡婦福祉資金貸付制度
　ひとり親家庭の父母や寡婦の方に低利子または

無利子で資金の貸付を行う制度です。子どもの入

学準備や授業料に充てるための資金、親や子ども

が就職等のために技能を習得する際の資金等があ

り、子どもの修学や就職のための資金は子ども本

人が借りることもできます。

▶資金の種類：修学資金、就学支度資金、技能習

得資金、就職支度資金、住宅資金、転宅資金等

※審査を行い、家庭状況等について詳しくお聞き

して貸付を決定します。状況によって貸付を受

けられない場合があります。相談をいただいて

から送金までは２ヶ月程度の時間を要します。

◆高等職業訓練促進給付金
　ひとり親家庭の親自身が看護師や保育士等就職

の際に有利となる資格取得のために専門学校など

の養成機関で１年以上修業する場合に、生活費を

支援するため定額を支給する制度です。

▶支給額（月額）：

　町民税課税世帯…７万５千円    　　　

　町民税非課税世帯…10万円

▶対象資格：看護師、准看護師、保育士、介護福祉士、

美容師、調理師、歯科衛生士　等

◆ひとり親家庭生活応援給付金・
　　　　　　　　住まい応援給付金
　高等職業訓練促進給付金の受給者に対する上乗

せ給付で、修業期間中の生活や住居費用（家賃）

の負担軽減を図ることで、自立を支援するために

給付するものです。

▶生活応援給付金支給額（月額）　：５万円  

▶住まい応援給付金支給額（月額）：２万円　

※家賃が２万円未満の場合は家賃として支払った額

※社宅、社員寮、公営住宅は対象外

◆自立支援教育訓練給付金
　雇用保険制度の教育訓練給付を受けられない方

でも、教育訓練講座を受講した際に同様の給付が

受けられる制度です。

▶ 給付内容：受講費用の 60％、上限 20万円

※通信教育も対象になる場合があります。いずれ
の講座も受講前に対象講座の指定を受ける必要
があります。

●制度の利用を希望される方は下記まで早めに電話や窓口でご相談ください。

　要件等の詳細についてご案内します。 ▶問合せ先／町福祉課児童福祉係　　☎（52）２８６４

ご存知ですか？

～同じ立場の介護者と語り合い、心と体をリフレッシュしてみませんか？～

◆対象者╱在宅で要介護１以上の方を介護している方
※介護を受けている方が、３ヶ月以上の長期入院や施設
入所をされている場合は参加できません。
※今年度すでに宿泊交流会に参加された方は申込できま
せん。
◆場所╱かみのやま温泉「古窯」
◆定員╱各回とも 15人程度（先着順）
　　　　定員になり次第締め切らせていただきます。

◆日時╱１回目　　12月 19日（月）
　　　　２回目　　１月 25日（水）
　　　　 ※上記１回のみ参加できます。
◆参加費╱ 1,000 円
◆申込・問合せ先╱
　　　高畠町社会福祉協議会　　☎（52）４４８６
　　　高畠町福祉課包括支援係　☎（52）４４９５

ひとり親家庭の福祉支援制度について

家族介護者交流会（日帰り）のご案内
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たかはた健康マイレージの流れ

◎健診・がん検診、人間ドック、職場の健診を受ける

◎健康づくり講座に参加する

◎生活習慣改善目標を立て、実践するなど

◎チャレンジシートに自分で記入する

◎申請する（げんき館に持参または郵送）

◎５％割引、50円引きなど特典付きの応援カードがもらえる。

　　　　　　　　　　　　◎また、抽選で 20 名様に『ワン券』『血

　　　　　　　　　　　　　圧計』『特産品詰め合わせ』『太陽館

　　　　　　　　　　　　　入浴券』のいずれかご希望の品が当

　　　　　　　　　　　　　たります。

健
康
な
町
づ
く
り
を
目
指
す
「
げ
ん
き
高
畠
21
」
推
進
中

げ
ん
き
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
推
進
課（
げ
ん
き
館
内
）☎
52
５
０
４
５

　電話でお問い合わせのうえ、受診してください。 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時

休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ
【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8時 45分～ 11時 45分、13時～ 16時 30分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

12 月４日（日） 村越歯科医院 南　　陽 ☎0238（40）3295

12 月 11 日（日） レインボー歯科医院 米　　沢 ☎0238（26）1182

12 月 18 日（日） 伊藤歯科医院（宮内） 南　　陽 ☎0238（45）2030

12 月 23 日（金） くまの歯科 米　　沢 ☎0238（40）8600

12 月 25 日（日） プリリー歯科クリニック 米　　沢 ☎0238（22）4182

12 月 31 日（土） わたなべデンタル
クリニック 高　　畠 ☎0238（56）3888

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名

12 月 ４ 日（日） 佐 藤 史 井 12 月 11 日（日） 門 脇 　 仁

12 月 18 日（日） 粕 川 俊 彦 12 月 23 日（金） 相 田 睦 武

12 月 25 日（日） 宮 田 禮 輔

　健康づくりに取り組んで 50ポイントためると、特典付きの応援カードと抽選でワン券が当たります！詳しくは
お問い合わせください。

みんなでチャレンジ

みなさんの健康づくりを応援！！

          たかはた健康マイレージ

たかはた健康マイレージ  チャレンジシート

 応募受付中！

⬇

⬇

⬇

おしゃべりサロン
▶日時╱ 12月８日（木）
　　　 　10 時～ 11時 30分
　　　　※９時 50分受付開始
▶内容╱ハンドマッサージ　　　
　　　　助産師によるミニ講話
　　　　ママたちとのフリートーク　
▶対象╱生後４か月までの赤ちゃんとママ
▶場所╱健康管理施設「げんき館」
▶持ち物╱母子健康手帳、浴用タオル１枚、
その他赤ちゃんに必要なもの
▶申込締切╱ 12月６日（火）

大
おおの

野  春
はるひと

仁くん（高安）

むし歯のない子 集まれ～「よい歯で はっぴい」
『10月 7日の３歳６か月児健診でむし歯ゼロの子をご紹介します。

　これからも歯みがきがんばろう！』

小
こだいら

平  桃
もも な

寧ちゃん（前山駅東団地） 齋
さいとう

藤  陸
りく と

斗くん（下町）

佐
さとう

藤  結
ゆづ き

月くん（西町） 羽
はねだ

田  結
ゆう か

香ちゃん（西町） 濱
はまだ

田  莉
り あ

愛ちゃん（東本町）

渡
わたなべ

部  誠
せい じ

士くん（北目）

　子育て中のママたちが気軽に集まって、おしゃべ
りしながら子育ての情報交換ができる場所です。助
産師や保健師の個別相談も受けられます。身体計測
もできますので、お気軽にお越しください。

　乾燥する季節となりましたが、お子さんの肌の
調子はいかがですか？子どもの皮膚は薄く、皮脂
分泌量や水分保持量が少ないので、特に乾燥しが
ちになります。

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪

～冬の保湿について～

乾燥すると・・・
　・バリア機能の低下
　・アレルゲン、刺激が入りやすい
　・かゆみに敏感
　　　　などの症状が現れます。

◇こすらず、やさしく、なでるように洗いましょう
◇石鹸をよく泡立てて洗い、石鹸成分を残さず
洗い流しましょう
◇やわらかい綿のタオルで、こすらずに水気を
拭き取りましょう
◇入浴後は、肌が乾燥しないうち（５～15分以
内）に保湿剤を塗ることをお勧めします
※お子さんの肌の状態に合わせて使いましょう

▶問合せ先／子育て世代包括支援センター（げんき館内）　☎（52）１３０８

月１回の《健康運動講座》 ～12月の参加者を募集します～
楽しくできる！！

▶期日／ 12 月 19 日（月）
▶時間／９時 45 分受付開始
▶内容／リズム体操＆筋力アップ運動
▶場所／健康管理施設「げんき館」
▶参加費／無料

▶参加要件／おおむね 75 才まで
※介護予防事業を利用している方は参加できません。

▶持ち物／上履き、飲み物、汗拭きタオル
▶定員／ 30 人（先着順）
　※事前にお申し込みください。　　　

初心者の方でも楽しく簡単にできる運動講座です。
運動のきっかけづくりに、ぜひご参加ください。

乾燥肌を防ぐためのスキンケア☆
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たかはた健康マイレージの流れ

◎健診・がん検診、人間ドック、職場の健診を受ける

◎健康づくり講座に参加する

◎生活習慣改善目標を立て、実践するなど

◎チャレンジシートに自分で記入する

◎申請する（げんき館に持参または郵送）

◎５％割引、50円引きなど特典付きの応援カードがもらえる。

　　　　　　　　　　　　◎また、抽選で 20 名様に『ワン券』『血

　　　　　　　　　　　　　圧計』『特産品詰め合わせ』『太陽館

　　　　　　　　　　　　　入浴券』のいずれかご希望の品が当

　　　　　　　　　　　　　たります。

健
康
な
町
づ
く
り
を
目
指
す
「
げ
ん
き
高
畠
21
」
推
進
中

げ
ん
き
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
推
進
課（
げ
ん
き
館
内
）☎
52
５
０
４
５

　電話でお問い合わせのうえ、受診してください。 【歯科休日当番医】　診療時間／９時～15時

休日診療所・置賜地区歯科休日当番医制運営事業のお知らせ
【南陽東置賜休日診療所】南陽市椚塚 420番地の 7　☎ 0238（40）3456
　受付時間／ 8時 45分～ 11時 45分、13時～ 16時 30分

期　　日 担当歯科医院 地 区 名 電話番号

12 月４日（日） 村越歯科医院 南　　陽 ☎0238（40）3295

12 月 11 日（日） レインボー歯科医院 米　　沢 ☎0238（26）1182

12 月 18 日（日） 伊藤歯科医院（宮内） 南　　陽 ☎0238（45）2030

12 月 23 日（金） くまの歯科 米　　沢 ☎0238（40）8600

12 月 25 日（日） プリリー歯科クリニック 米　　沢 ☎0238（22）4182

12 月 31 日（土） わたなべデンタル
クリニック 高　　畠 ☎0238（56）3888

期　　日 当番医師名 期　　日 当番医師名

12 月 ４ 日（日） 佐 藤 史 井 12 月 11 日（日） 門 脇 　 仁

12 月 18 日（日） 粕 川 俊 彦 12 月 23 日（金） 相 田 睦 武

12 月 25 日（日） 宮 田 禮 輔

　健康づくりに取り組んで 50ポイントためると、特典付きの応援カードと抽選でワン券が当たります！詳しくは
お問い合わせください。

みんなでチャレンジ

みなさんの健康づくりを応援！！

          たかはた健康マイレージ

たかはた健康マイレージ  チャレンジシート

 応募受付中！

⬇

⬇

⬇

おしゃべりサロン
▶日時╱ 12月８日（木）
　　　 　10 時～ 11時 30分
　　　　※９時 50分受付開始
▶内容╱ハンドマッサージ　　　
　　　　助産師によるミニ講話
　　　　ママたちとのフリートーク　
▶対象╱生後４か月までの赤ちゃんとママ
▶場所╱健康管理施設「げんき館」
▶持ち物╱母子健康手帳、浴用タオル１枚、
その他赤ちゃんに必要なもの
▶申込締切╱ 12月６日（火）

大
おおの

野  春
はるひと

仁くん（高安）

むし歯のない子 集まれ～「よい歯で はっぴい」
『10月 7日の３歳６か月児健診でむし歯ゼロの子をご紹介します。

　これからも歯みがきがんばろう！』

小
こだいら

平  桃
もも な

寧ちゃん（前山駅東団地） 齋
さいとう

藤  陸
りく と

斗くん（下町）

佐
さとう

藤  結
ゆづ き

月くん（西町） 羽
はねだ

田  結
ゆう か

香ちゃん（西町） 濱
はまだ

田  莉
り あ

愛ちゃん（東本町）

渡
わたなべ

部  誠
せい じ

士くん（北目）

　子育て中のママたちが気軽に集まって、おしゃべ
りしながら子育ての情報交換ができる場所です。助
産師や保健師の個別相談も受けられます。身体計測
もできますので、お気軽にお越しください。

　乾燥する季節となりましたが、お子さんの肌の
調子はいかがですか？子どもの皮膚は薄く、皮脂
分泌量や水分保持量が少ないので、特に乾燥しが
ちになります。

子育て世代包括支援センターからのお知らせ♪

～冬の保湿について～

乾燥すると・・・
　・バリア機能の低下
　・アレルゲン、刺激が入りやすい
　・かゆみに敏感
　　　　などの症状が現れます。

◇こすらず、やさしく、なでるように洗いましょう
◇石鹸をよく泡立てて洗い、石鹸成分を残さず
洗い流しましょう
◇やわらかい綿のタオルで、こすらずに水気を
拭き取りましょう
◇入浴後は、肌が乾燥しないうち（５～15分以
内）に保湿剤を塗ることをお勧めします
※お子さんの肌の状態に合わせて使いましょう

▶問合せ先／子育て世代包括支援センター（げんき館内）　☎（52）１３０８

月１回の《健康運動講座》 ～12月の参加者を募集します～
楽しくできる！！

▶期日／ 12 月 19 日（月）
▶時間／９時 45 分受付開始
▶内容／リズム体操＆筋力アップ運動
▶場所／健康管理施設「げんき館」
▶参加費／無料

▶参加要件／おおむね 75 才まで
※介護予防事業を利用している方は参加できません。

▶持ち物／上履き、飲み物、汗拭きタオル
▶定員／ 30 人（先着順）
　※事前にお申し込みください。　　　

初心者の方でも楽しく簡単にできる運動講座です。
運動のきっかけづくりに、ぜひご参加ください。

乾燥肌を防ぐためのスキンケア☆
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たかっきとはたっきに
年賀状を書こう！

年賀状の宛先　〒 992-0392
山形県東置賜郡高畠町大字高畠 436

たかっきとはたっきに年賀状を書いてみませんか？
いただいた年賀状にはお返しの年賀状が届きます！

ま
ち
づ
く
り

　
　

 
ト
ー
ク

７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
各
地
区
公
民
館
を
会
場
に
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
、
延
べ
３
０
３
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
将

来
の
人
口
動
向
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
旧
中
学
校
の
跡
地
利
用
」

を
テ
ー
マ
に
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上「
旧

中
学
校
の
跡
地
利
用
」
に
つ
い
て
の
質
問
・
回
答
の
骨
子
を
抜
粋
し
て
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
╱
町
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係　

☎
52
４
４
７
６

《
旧
第
一
中
学
校
に
つ
い
て
》

Ｑ
旧
校
舎
を
合
宿
所
と
し
て
利
用
で

　

き
な
い
か
。（
高
畠
地
区
）

Ａ
耐
震
化
も
で
き
な
い
た
め
、
旧
校

　

舎
を
利
用
し
た
合
宿
所
は
無
理
だ

　

と
考
え
て
い
る
。
中
学
校
も
一
つ

　

に
な
り
、
県
外
の
学
校
と
も
交
流

　

が
進
ん
で
お
り
合
宿
所
に
つ
い
て

　

は
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
思

　

い
は
あ
る
。

Ｑ
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
は
賛
成
だ

　

が
、
町
負
担
の
な
い
管
理
と
雇
用

　

創
設
が
で
き
る
企
業
に
来
て
も
ら

　

い
た
い
。（
高
畠
地
区
）

Ａ
町
負
担
の
あ
る
企
業
誘
致
は
考
え

　

て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
企
業
独

　

自
で
高
畠
町
に
進
出
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
。
ま
た
、
町
内
企
業
の
拡

　

張
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
。

Ｑ
桜
並
木
を
保
存
・
活
用
し
て
も
ら

　

い
た
い
。（
屋
代
地
区
）

Ａ
桜
は
残
し
て
い
き
た
い
。
ラ
イ
ト

　

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
町
も
協
力
し

　

な
が
ら
、
花
見
を
楽
し
ん
で
も
ら

　

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
校
舎
が
残
っ
て
い
る
う
ち
に
花
見

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え

　

て
い
る
。支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
（
二
井
宿
地
区
）

Ａ
地
元
の
方
々
が
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

　

が
、
今
年
廃
校
に
な
っ
た
時
点
で

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
花
見
が
可
能
で

　

あ
る
と
申
し
上
げ
た
。
ラ
イ
ト
ア

　

ッ
プ
に
つ
い
て
は
町
も
協
力
し
な

　

が
ら
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
。
町
と

　

し
て
は
（
宴
会
へ
の
資
金
援
助
は　
　

　

で
き
な
い
が
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

　

可
能
で
あ
る
。

《
旧
第
三
中
学
校
に
つ
い
て
》

Ｑ
体
育
館
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ

　

町
の
第
二
体
育
館
と
し
て
使
用

　

し
、
グ
ラ
ン
ド
は
ス
ポ
少
が
中
心

　

に
な
っ
て
整
備
し
て
使
用
し
て
い

　

く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
も
町

　

で
管
理
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
（
和
田
地
区
）

Ａ
町
の
方
向
性
を
示
し
た
と
い
う
こ

　

と
で
決
定
事
項
で
は
な
い
。
現
在

　

の
町
営
体
育
館
の
老
朽
化
が
激
し

　

く
、
新
た
に
作
る
よ
り
は
一
中
と

　

三
中
体
育
館
を
そ
の
ま
ま
第
一
、

　

第
二
町
営
体
育
館
と
し
て
使
用
し

　

た
ら
ど
う
か
と
い
う
方
向
性
を
示

　

し
た
。
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
ご

　

意
見
を
伺
い
な
が
ら
最
終
的
に
決

　

定
し
た
い
。

　

ま
た
来
年
度
か
ら
は
決
定
で
は
な

　

い
が
普
通
財
産
と
し
て
町
が
一
括

　

し
て
貸
し
出
し
を
含
め
て
対
応
し

　

て
い
き
た
い
。

Ｑ
三
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
引
き
続

　

き
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
和
田
地
区
）

Ａ
骨
子
と
い
う
形
で
お
話
し
さ
せ
て

　

い
た
だ
い
た
が
、
み
な
さ
ん
か
ら

　

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
最
終
的

　

に
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。
活
性

　

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ご
意
見
を

　

い
た
だ
き
新
し
い
取
り
組
み
を
期

　

待
し
て
い
る
。

《
旧
第
四
中
学
校
に
つ
い
て
》

Ｑ
一
部
売
却
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

　

こ
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
（
糠
野
目
地
区
）

Ａ
地
域
の
要
望
に
沿
っ
た
活
用
を
考

　

え
た
い
。
み
な
さ
ん
の
意
見
を
伺

　

い
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。
一

　

中
と
三
中
の
体
育
館
は
地
域
開

　

放
型
の
町
営
体
育
館
と
し
て
検
討

　

し
て
い
る
が
、
他
は
ま
だ
決
ま
っ

　

て
い
な
い
。

Ｑ
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
宅
地
と
し

　

て
売
却
し
て
は
ど
う
か
。（
糠
野
目

　

地
区
）

Ａ
町
外
か
ら
移
住
し
て
こ
ら
れ
る
方

　

の
ほ
と
ん
ど
が
高
畠
駅
周
辺
に
集

　

中
し
て
い
る
。
人
口
増
加
に
つ
な

　

が
る
施
策
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問＆

回
答

広 告

Ｑ
跡
地
を
住
宅
地
と
し
て
利
用
す
る

　

の
も
い
い
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者

　

の
憩
い
の
場
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

　

習
の
場
と
し
て
提
供
し
て
み
て
は

　

ど
う
か
？
（
糠
野
目
地
区
）

Ａ
ご
提
案
と
し
て
伺
う
。
今
後
も
地

　

元
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ

　

て
活
用
を
考
え
た
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

▼
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
屋
代
地
区
区
長
会

　

清
拭
布
141
枚
、
タ
オ
ル
764
枚

▼
北
目
ひ
ま
わ
り
会　
　
　

　
　
　

清
拭
布
30
枚

▼
高
畠
地
区
交
通
安
全
Ｏ
Ｂ
友
の
会

　

清
拭
用
タ
オ
ル
40
枚

▼
匿
名　
　
　
　

 

１
８
、０
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

米
１
俵

▼
匿
名　

社
会
福
祉
基
金
へ   

３
０
、０
０
０
円

※
以
下
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
寄
付

▼
㈲
高
畠
印
刷　

テ
ィ
シ
ュ
ー
100
箱

▼
近
野
久
美
子
さ
ん（
入
生
田
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
用
品
６
点

▼
井
田
廣
二
さ
ん（
大
町
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
用
品
５
点

▼
匿
名　
　
　
　
　
　
　

衣
類
40
点

▼
匿
名　

衣
類
７
点
、
日
用
品
15
点

▼
匿
名　
　

衣
類
４
点
、
食
器
３
点

▼
匿
名　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル
２
箱

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
㈲
永
和
軒  

会
長  

加
藤
栄
治
さ
ん

１
０
、０
０
０
円

▼
げ
ん
き
館
職
員
有
志

ハ
ッ
ピ
ー
シ
ー
ル
34
冊

　

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め「
ご
意
見
・
ご
提
言
」

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た「
ご
意
見
・
ご
提
言
」

は
各
課
で
調
査
・
検
討
し
て
ご
本

人
に
回
答
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
た
い
内
容
は
、「
広
報
た
か
は

た
」
や「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
紹

介
し
ま
す
。

【
ご
意
見
ご
提
言
の
方
法
】

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ご
意
見
ご

 　

提
言
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら　

②
ハ
ガ
キ（
封
書
）で

　

〶
９
９
２

－

０
３
９
２　

　

高
畠
町
企
画
財
政
課
宛

※
回
答
や
内
容
等
の
問
い
合
わ

せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
く
だ
さ
い
。

町
政
に「
あ
な
た
の
声
を
」

広 告
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たかっきとはたっきに
年賀状を書こう！

年賀状の宛先　〒 992-0392
山形県東置賜郡高畠町大字高畠 436

たかっきとはたっきに年賀状を書いてみませんか？
いただいた年賀状にはお返しの年賀状が届きます！

ま
ち
づ
く
り

　
　

 

ト
ー
ク

７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
各
地
区
公
民
館
を
会
場
に
「
ま
ち
づ
く
り
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
、
延
べ
３
０
３
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
将

来
の
人
口
動
向
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
と
「
旧
中
学
校
の
跡
地
利
用
」

を
テ
ー
マ
に
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上「
旧

中
学
校
の
跡
地
利
用
」
に
つ
い
て
の
質
問
・
回
答
の
骨
子
を
抜
粋
し
て
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ
先
╱
町
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係　

☎
52
４
４
７
６

《
旧
第
一
中
学
校
に
つ
い
て
》

Ｑ
旧
校
舎
を
合
宿
所
と
し
て
利
用
で

　

き
な
い
か
。（
高
畠
地
区
）

Ａ
耐
震
化
も
で
き
な
い
た
め
、
旧
校

　

舎
を
利
用
し
た
合
宿
所
は
無
理
だ

　

と
考
え
て
い
る
。
中
学
校
も
一
つ

　

に
な
り
、
県
外
の
学
校
と
も
交
流

　

が
進
ん
で
お
り
合
宿
所
に
つ
い
て

　

は
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
思

　

い
は
あ
る
。

Ｑ
跡
地
へ
の
企
業
誘
致
は
賛
成
だ

　

が
、
町
負
担
の
な
い
管
理
と
雇
用

　

創
設
が
で
き
る
企
業
に
来
て
も
ら

　

い
た
い
。（
高
畠
地
区
）

Ａ
町
負
担
の
あ
る
企
業
誘
致
は
考
え

　

て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
企
業
独

　

自
で
高
畠
町
に
進
出
し
て
い
た
だ

　

き
た
い
。
ま
た
、
町
内
企
業
の
拡

　

張
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
い
。

Ｑ
桜
並
木
を
保
存
・
活
用
し
て
も
ら

　

い
た
い
。（
屋
代
地
区
）

Ａ
桜
は
残
し
て
い
き
た
い
。
ラ
イ
ト

　

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
町
も
協
力
し

　

な
が
ら
、
花
見
を
楽
し
ん
で
も
ら

　

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

Ｑ
校
舎
が
残
っ
て
い
る
う
ち
に
花
見

　

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
考
え

　

て
い
る
。支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

　
（
二
井
宿
地
区
）

Ａ
地
元
の
方
々
が
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

で
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

　

が
、
今
年
廃
校
に
な
っ
た
時
点
で

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
花
見
が
可
能
で

　

あ
る
と
申
し
上
げ
た
。
ラ
イ
ト
ア

　

ッ
プ
に
つ
い
て
は
町
も
協
力
し
な

　

が
ら
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
。
町
と

　

し
て
は
（
宴
会
へ
の
資
金
援
助
は　
　

　

で
き
な
い
が
）
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

　

可
能
で
あ
る
。

《
旧
第
三
中
学
校
に
つ
い
て
》

Ｑ
体
育
館
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ

　

町
の
第
二
体
育
館
と
し
て
使
用

　

し
、
グ
ラ
ン
ド
は
ス
ポ
少
が
中
心

　

に
な
っ
て
整
備
し
て
使
用
し
て
い

　

く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後
も
町

　

で
管
理
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　
（
和
田
地
区
）

Ａ
町
の
方
向
性
を
示
し
た
と
い
う
こ

　

と
で
決
定
事
項
で
は
な
い
。
現
在

　

の
町
営
体
育
館
の
老
朽
化
が
激
し

　

く
、
新
た
に
作
る
よ
り
は
一
中
と

　

三
中
体
育
館
を
そ
の
ま
ま
第
一
、

　

第
二
町
営
体
育
館
と
し
て
使
用
し

　

た
ら
ど
う
か
と
い
う
方
向
性
を
示

　

し
た
。
今
後
と
も
み
な
さ
ん
の
ご

　

意
見
を
伺
い
な
が
ら
最
終
的
に
決

　

定
し
た
い
。

　

ま
た
来
年
度
か
ら
は
決
定
で
は
な

　

い
が
普
通
財
産
と
し
て
町
が
一
括

　

し
て
貸
し
出
し
を
含
め
て
対
応
し

　

て
い
き
た
い
。

Ｑ
三
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
引
き
続

　

き
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
（
和
田
地
区
）

Ａ
骨
子
と
い
う
形
で
お
話
し
さ
せ
て

　

い
た
だ
い
た
が
、
み
な
さ
ん
か
ら

　

の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
最
終
的

　

に
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。
活
性

　

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ご
意
見
を

　

い
た
だ
き
新
し
い
取
り
組
み
を
期

　

待
し
て
い
る
。

《
旧
第
四
中
学
校
に
つ
い
て
》

Ｑ
一
部
売
却
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

　

こ
ま
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
（
糠
野
目
地
区
）

Ａ
地
域
の
要
望
に
沿
っ
た
活
用
を
考

　

え
た
い
。
み
な
さ
ん
の
意
見
を
伺

　

い
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
。
一

　

中
と
三
中
の
体
育
館
は
地
域
開

　

放
型
の
町
営
体
育
館
と
し
て
検
討

　

し
て
い
る
が
、
他
は
ま
だ
決
ま
っ

　

て
い
な
い
。

Ｑ
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
宅
地
と
し

　

て
売
却
し
て
は
ど
う
か
。（
糠
野
目

　

地
区
）

Ａ
町
外
か
ら
移
住
し
て
こ
ら
れ
る
方

　

の
ほ
と
ん
ど
が
高
畠
駅
周
辺
に
集

　

中
し
て
い
る
。
人
口
増
加
に
つ
な

　

が
る
施
策
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問＆

回
答

広 告

Ｑ
跡
地
を
住
宅
地
と
し
て
利
用
す
る

　

の
も
い
い
が
、
子
ど
も
や
高
齢
者

　

の
憩
い
の
場
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

　

習
の
場
と
し
て
提
供
し
て
み
て
は

　

ど
う
か
？
（
糠
野
目
地
区
）

Ａ
ご
提
案
と
し
て
伺
う
。
今
後
も
地

　

元
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ

　

て
活
用
を
考
え
た
い
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
く
り
も
のあ

り
が
と
う

▼
山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
屋
代
地
区
区
長
会

　

清
拭
布
141
枚
、
タ
オ
ル
764
枚

▼
北
目
ひ
ま
わ
り
会　
　
　

　
　
　

清
拭
布
30
枚

▼
高
畠
地
区
交
通
安
全
Ｏ
Ｂ
友
の
会

　

清
拭
用
タ
オ
ル
40
枚

▼
匿
名　
　
　
　

 

１
８
、０
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

米
１
俵

▼
匿
名　

社
会
福
祉
基
金
へ   

３
０
、０
０
０
円

※
以
下
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
寄
付

▼
㈲
高
畠
印
刷　

テ
ィ
シ
ュ
ー
100
箱

▼
近
野
久
美
子
さ
ん（
入
生
田
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
用
品
６
点

▼
井
田
廣
二
さ
ん（
大
町
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
用
品
５
点

▼
匿
名　
　
　
　
　
　
　

衣
類
40
点

▼
匿
名　

衣
類
７
点
、
日
用
品
15
点

▼
匿
名　
　

衣
類
４
点
、
食
器
３
点

▼
匿
名　
　
　
　
　
　

タ
オ
ル
２
箱

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
㈲
永
和
軒  

会
長  

加
藤
栄
治
さ
ん

１
０
、０
０
０
円

▼
げ
ん
き
館
職
員
有
志

ハ
ッ
ピ
ー
シ
ー
ル
34
冊

　

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め「
ご
意
見
・
ご
提
言
」

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た「
ご
意
見
・
ご
提
言
」

は
各
課
で
調
査
・
検
討
し
て
ご
本

人
に
回
答
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
た
い
内
容
は
、「
広
報
た
か
は

た
」
や「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
紹

介
し
ま
す
。

【
ご
意
見
ご
提
言
の
方
法
】

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ご
意
見
ご

 　

提
言
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら　

②
ハ
ガ
キ（
封
書
）で

　

〶
９
９
２

－

０
３
９
２　

　

高
畠
町
企
画
財
政
課
宛

※
回
答
や
内
容
等
の
問
い
合
わ

せ
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
必
ず
記
入
く
だ
さ
い
。

町
政
に「
あ
な
た
の
声
を
」

広 告
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▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２ 

熱中小学校
もういちど７歳の目で世界を･･･

　今年は夏休みに、高畠町にお越しいただいた学生に対
し 「たかはた観光トーク・案内」を実施しました。毎年
町内にある 県南自動車学校には 200 名以上の学生が、関
東周辺から 合宿免許の取得に訪れています。こういった
学生に少しでも訪れた高畠（山形）のことを知ってもら
うべく、ホテル・旅館の夜の時間を借りて１～２時間の
観光案内をしたり、自転車で商店街を回ったりしてもら
いました。 
　さらに春に続き、秋のたかはたＰＲ映像を作成しています。高畠の秋らしい「マツタ

山
やまもと

本　亮
りょう

全国廃校活用セミナー実施
　全国の自治体職員や社団法人の代表の方に、里山体験プログラムや
廃校での企業誘致について講演していただく全国廃校活用セミナー
が、10月 26・27日に熱中小学校を会場に開催されました。

　今年の春から実施している熱中小学校里山体験プログラム「高畠体
験隊」。今回は第 7回企画として、たんぽ餅づくりが 11 月 12 日に
行われました。二井宿地区（筋部落）のみなさまにおこしいただき二
井宿地区の伝統料理「たんぽ餅」を熱中小学校の生徒と一緒に調理し
てもらいました。

たんぽ餅づくり実施　
～第 7回高畠体験隊企画～

　自治体職員や地域おこし協力隊、経営者など全国から参加者が集まり、講演のほかにも廃校活用についての意
見交換や交流が行われました。

ケ狩り」や定番の「芋煮会」に加え、二井宿地区の 伝統料理「たんぽ餅」作りなどを映像に取り入れています。
現在鋭意編集中。郵便局、インターネット等での公開をお待ちください。

ナイトセール

17時～19時にご来店のお客様に

還元セール実施中 ! !
〒 992-0324  高畠町大字入生田 937 ＴＥＬ 0238-57-2126    

～12月１日から12月 25日～

http://www.kaitekisuiminkan.com

広 告

熱中小学校
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▶問合せ先╱熱中小学校事務局　☎（33）９３９２ 

熱中小学校
もういちど７歳の目で世界を･･･

　今年は夏休みに、高畠町にお越しいただいた学生に対
し 「たかはた観光トーク・案内」を実施しました。毎年
町内にある 県南自動車学校には 200 名以上の学生が、関
東周辺から 合宿免許の取得に訪れています。こういった
学生に少しでも訪れた高畠（山形）のことを知ってもら
うべく、ホテル・旅館の夜の時間を借りて１～２時間の
観光案内をしたり、自転車で商店街を回ったりしてもら
いました。 
　さらに春に続き、秋のたかはたＰＲ映像を作成しています。高畠の秋らしい「マツタ

山
やまもと

本　亮
りょう

全国廃校活用セミナー実施
　全国の自治体職員や社団法人の代表の方に、里山体験プログラムや
廃校での企業誘致について講演していただく全国廃校活用セミナー
が、10月 26・27日に熱中小学校を会場に開催されました。

　今年の春から実施している熱中小学校里山体験プログラム「高畠体
験隊」。今回は第 7回企画として、たんぽ餅づくりが 11 月 12 日に
行われました。二井宿地区（筋部落）のみなさまにおこしいただき二
井宿地区の伝統料理「たんぽ餅」を熱中小学校の生徒と一緒に調理し
てもらいました。

たんぽ餅づくり実施　
～第 7回高畠体験隊企画～

　自治体職員や地域おこし協力隊、経営者など全国から参加者が集まり、講演のほかにも廃校活用についての意
見交換や交流が行われました。

ケ狩り」や定番の「芋煮会」に加え、二井宿地区の 伝統料理「たんぽ餅」作りなどを映像に取り入れています。
現在鋭意編集中。郵便局、インターネット等での公開をお待ちください。

ナイトセール

17時～19時にご来店のお客様に

還元セール実施中 ! !
〒 992-0324  高畠町大字入生田 937 ＴＥＬ 0238-57-2126    

～12月１日から12月 25日～

http://www.kaitekisuiminkan.com

広 告

熱中小学校

「高畠郵便局」様より、地球温暖化対策のための国民運動「COOL CHOICE（賢い選択）」に賛同いただきました。
建物内外の全照明を LED 照明に更新して地球温暖化対策に貢献しています。また、使用済みインクカートリッジ
の共同回収など環境保全活動にも取り組んでいます。

▶問合せ先╱ 町生活環境課環境係 　☎（52）１２１５

賛 同 事 業 所 紹 介 ⑤

高畠町エコドライブ推進キャンペーン事業

 結果発表！

　10月30日（日）から11月７日（月）まで行われた
高畠町エコドライブコンテスト｢エコわんグラン
プリ」。フリー部門96人、企業・団体部門20チーム、
ファミリー部門24家族のエントリーで熱い戦い
が繰り広げられました。

企業・団体部門 優勝

（有）寄清堂印刷

ＬＥＤ照明でクールチョイス！
高畠郵便局

順位 氏名 平均燃費 備考

1 永野　　透 22.85 山形市

2 佐藤　敏朗 21.99 高畠町

3 小野　興平 21.55 高畠町

４ 安藤　裕太 21.47 高畠町

５ 菊地　雅章 21.30 南陽市

フリー部門トップ５

順位 企業 ･団体名 平均燃費

1 ㈲寄清堂印刷 21.11

2 羽山総合建設㈱  青おに羽山 20.57

3 たかまる。 20.10

４ 羽山総合建設㈱  赤おに羽山 18.26

５ 特別養護老人ホームたかはた荘 17.83

企業・団体部門トップ５

フ
リ
ー
部
門
は
好
記
録
続
出

　

フ
リ
ー
部
門
は
一
人
が
２
台
の
車
を

一
回
ず
つ
運
転
し
、
２
回
の
平
均
燃
費

で
競
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
約
24
％

に
あ
た
る
23
人
が
、
20
㎞
／
ℓ
以
上
の

燃
費
を
出
す
激
戦
で
し
た
。

　

22
・
85
㎞
／
ℓ
の
記
録
で
優
勝
し
た

山
形
市
の
永
野
さ
ん
。
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を

聞
き
、
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
意
識
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
日
頃
か

ら
の
丁
寧
な
運
転
が
好
成
績
に
つ
な

が
っ
た
よ
う
で
す
。

熱
気
あ
ふ
れ
た
企
業
・
団
体
部
門

　

一
人
一
回
ず
つ
運
転
し
、
４
人
の
平

均
燃
費
で
競
う
企
業
・
団
体
部
門
。
合

間
に
コ
ツ
を
教
え
あ
っ
た
り
、
仲
間
の

結
果
に
一
喜
一
憂
し
た
り
と
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

気
合
い
十
分
で
臨
ん
だ
寄
清
堂
印
刷

チ
ー
ム
は
、
４
人
と
も
安
定
し
た
燃
費

を
出
し
て
、
21
・
11
㎞
／
ℓ
の
記
録
で

の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門　

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
部
門
は
11
月
３
日
の
秋
ま

つ
り
会
場
で
開
催
。

　

雨
と
風
の
悪
条
件
で
し
た
が
、
子
ど
も

の
声
援
を
受
け
て
４
家
族
が
20
㎞
／
ℓ
台

の
記
録
を
出
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
み
な
が
ら
日
ご

ろ
の
運
転
の
仕
方
を
見
直
す
機
会
に
な
っ

た
。」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

広 告

しほ 薬 局
営業時間
平日AM9:00～PM6:30
土曜AM9:00～PM4:00

高畠町泉岡426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品
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公
立
高
畠
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
紹
介
②  

今
後
の
展
望

公
立
高
畠
病
院
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
ま
す
！

公
立
高
畠
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　
　
　
　
　

科
長　

星　

真
行

◇ 12月の土曜開院日は、『10日』と『24日』です（午前中開院）

日　時 場　所 内　　容 担当者
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13時30分～14時30分

２階会議室 お薬なんでも相談！
～糖尿病のお薬以外でもＯＫです～ 薬 剤 師

◆問合せ先／公立高畠病院　栄養管理科　　☎（52）１５００★どなたでも参加ＯＫです！

平成28年度 公立高畠病院【糖尿病教室】を開催します！
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☆昨年の参加者の声☆

・個別にお話し聞かせてい
ただいてよかった。

・詳しく教えていただき、
ためになりました。▲「足腰ちゃきちゃき教室」終了式

広 告

悩まず、迷わず、まず相談!!

Consultation

 12 月の相談
相 談 名 内　　容 相 談 日・ 曜 日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと
毎週水曜日　
７日、14日、21日、28日

９時～15時

老人福祉
センター

老 人 福 祉 セ ン タ ー
（ 町 社 会 福 祉 協 議 会 ）

☎（51）1008

人 権
男 女 差 別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
７日、21日

９時～12時

行 政
公 共 機 関 に 対 す る
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
14日、21日

13時～15時

法 律
( 予 約 制 )

各 種 法 律 相 談
第４水曜日

28日
13時30分～
15時30分

生 活 サ ポ ー ト
生活、就労、家計
管 理 の 悩 み 事 等

毎週月曜日～金曜日
（祝日を除く）

８時30分～
17時15分

東置賜地域生活自立支援センター
（町社会福祉協議会）☎（51）1008

教 育
( 予 約 制 )

子育て・学校生活上
の 心 配 ご と 等

随時
町 教 育
総 務 課

教育委員会教育総務課
☎（52）4474

農 地
農 地 関 係 の
困 り ご と 等

第２火曜日　13日 ９時～12時
町 農 業
委 員 会

農 業 委 員 会 事 務 局
☎（52）4479

食 事 ・運 動 相 談
( 予 約 制 )

食 事 や 運 動 な ど
健康に関する相談

第１・３木曜日
１日、15日

９時～12時 げんき館
健康推進課健康増進係

☎（52）5045

女 性 の 健 康
( 予 約 制 )

妊 娠・不 妊・
更 年 期 障 害 等

毎週火曜日 13時～  

置 賜
保 健 所

置賜保健所地域保健予防課
☎（22）3205

こ こ ろ の 健 康
( 予 約 制 )

うつ等、心に関する健康 第２水曜日　14日 ９時30分～ 
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015

感 染 症 検 査
(予約不要)

エイズ・Ｂ型肝炎等 毎週月曜日（祝日を除く） 13時～14時
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3002

26日

12月の太陽館ふろの日は…

�入浴の際は回数券・定期券がお得です。 

特典①   大広間無料開放！
特典②   ガラポン抽選会！　
特典③   お試し整体半額！

セミナーカリキュラム 講　座　名 担 当 講 師

第 1回 12 月３日㈯
10 時～ 16 時 成功する創業とは

㈲まる進
代表取締役　渡辺進也

第２回 12月４日㈰
10 時～ 16 時 とっても大切なお金の話 植松診断士事務所

代表　植松正人

第３回 12月 10 日㈯
10 時～ 16 時 売上を作る力

㈲まる進
代表取締役　渡辺進也

第４回 12月 11 日㈰
10 時～ 16 時 事業計画書のポイント 合同会社タスクマネジメント

代表社員　鈴木たすく

第５回 12月 17 日㈯
10 時～ 16 時 ステップアップ ㈲まる進

代表取締役　渡辺進也
フォロー
アップ

12 月 23 日㈷
10 時～ 16 時

さあ、創業の準備を始めよう
（個人相談・修了証授与）

㈲まる進
代表取締役　渡辺進也

※創業セミナーおよび創業支援アドバイザーによる創業相談は、高畠町創業
　支援事業計画に基づき高畠町商工会が実施しています。

▶募集人数／ 20 人（先着順）
▶受講料／無料　　　 ▶場所／高畠町商工会
※創業セミナーに７割以上出席した方は国や
　町の創業支援補助制度の対象となります。
　（詳細はお問合せください）
▶申込・問合せ先／高畠町商工会  ☎52 0576 宮内良二氏

高
畠
町
商
工
会

創
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

創業セミナー “第２弾” 参加者募集 !

太陽館売店ではお得なギフトセットを

販売しています。詳しくはお問合せく

ださい。　　　　　☎（57）４１７７

年末年始も休まず営業します。
ご家族そろってご利用ください。

広 告
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の
情情情情情情
しくくくらお

知
ら
せ

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　

地
元
を
大
切
に
考
え
た
教
育
ロ
ー

ン
で
す
。
お
子
様
が
卒
業
後
、
県
内

に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
、
そ
れ
以

降
の
利
子
に
対
し
て
元
金
３
０
０
万

円
を
限
度
に
、
教
育
基
金
協
会
か
ら

年
２
・
０
％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

▼
用
途
／
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

　

門
学
校
等
の
学
資
金
、
住
居
・
生

　

活
資
金
な
ど

デ
マ
ン
ド
交
通
年
末
年
始

運
行
休
止
に
つ
い
て

　

12
月
29
日
㈭
〜
平
成
29
年
１
月
３

日
㈫
ま
で
、
年
末
年
始
の
た
め
運
行

休
止
と
な
り
ま
す
。
１
月
４
日
㈬
の

乗
車
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
12
月

28
日
㈬
15
時
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先
／

　

デ
マ
ン
ド
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
51
１
２
５
５

　

高
畠
町
商
工
会   

☎
52
０
５
７
６

　

町
産
業
経
済
課   

☎
52
２
０
１
９

税
務
関
係
書
類
を
提
出
す
る
際

に
は
本
人
確
認
が
必
要
で
す

　

税
務
署
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
た
申
告
書
等
の
税
務
関
係
書
類
を

提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
さ
れ
る
ご

本
人
の
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す

る
書
類
の
例
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

　

号
カ
ー
ド
）
の
提
示

②
通
知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
書
類
）＋

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の

　

被
保
険
者
証
な
ど
（
身
元
確
認
書

　

類
）
の
提
示

　

調
理
師
法
で
は
、
飲
食
店
等
に
お

い
て
、
調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
調

理
師
は
２
年
ご
と
に
就
業
地
の
都
道

府
県
知
事
に
「
調
理
師
業
務
従
事
者

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
対
象
／
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

　

社
会
福
祉
施
設
、
飲
食
店
な
ど
で

　

調
理
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

▼
届
出
方
法
／
届
出
用
紙
（
各
保
健

　

所
、
県
食
品
安
全
衛
生
課
、
生
活

　

衛
生
同
業
組
合
等
に
配
置
）
に
12

　

月
31
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
、

　

平
成
29
年
１
月
13
日
ま
で
に
最
寄

　

の
保
健
所
生
活
衛
生
課
（
室
）
に

　

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
県
食
品
安
全
衛
生
課

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
３
２
９　

林
業
退
職
金
共
済
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
た
方
で
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
独
立
行
政
法
人
勤
労

公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら

面
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期
を

迎
え
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

は
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で
感
染
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
予
防

の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
無
し
で
は

ご
面
会
す
る
こ
と
を
お
断
わ
り
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46
５
０
０
０　

ご
存
知
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

　

平
成
24
年
の
労
働
契
約
法
の
改
正

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
」（
同
一
の
使
用
者
と
の
間

で
結
ば
れ
た
期
間
の
定
め
の
あ
る
労

働
契
約
が
、
５
年
を
超
え
て
反
復
更

新
さ
れ
た
場
合
、
労
働
者
か
ら
の
申

出
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
契

約
に
転
換
さ
れ
る
仕
組
み
）
が
、
平

成
30
年
４
月
１
日
以
降
本
格
的
に
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
労
使
で
十
分
話

し
合
い
の
上
、
対
応
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
山
形
労
働
局
雇
用
環

　

境
・
均
等
室

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
８

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
で

　

本
人
確
認
を
行
う
場
合
は
、
表
面

　

お
よ
び
裏
面
の
両
方
の
写
し
の
添

　

付
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
米
沢
税
務
署

　

☎
22
６
３
２
０

（
音
声
案
内
に
従
っ
て「
２
」を
選
択
）　

　

者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７　
広 告

浜
田
広
介
記
念
館
12
月
の
催
し

【
三
原
色
の
ふ
ん
わ
り
色
あ
そ
び
展
】

―
ひ
ろ
す
け
童
話「
光
の
星
」―

▼
期
間
／
12
月
６
日
㈫
〜
25
日
㈰

▼
場
所
／
む
く
ど
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
主
催
／
ｍ
ａ
ｍ
ａ
の
色
工
房
ｉ
ｇ
ｕ
ｎ
ｅ

【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
】

　

た
の
し
い
人
形
劇
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ひ
ろ
す
け
童

話
の
紙
芝
居
、
ミ
ニ
縁
日
な
ど

▼
日
時
／
12
月
25
日
㈰
10
時
〜
14
時

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
対
象
／
母
子
、
父
子
家
庭
の
方

▼
参
加
費
／
５
０
０
円

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
等

▼
申
込
締
切
／
12
月
12
日
㈪

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
母
子
会
会
長

☎
０
９
０（
４
０
４
８
）６
６
４
１

催　

し

募　

集

伝言板
道の駅たかはた情報
＝　館内展示　＝

☆「Ｆ 2.8 倶楽部写真展」
12 月１日㈭～ 15 日㈭

☆「まほろば百景絵画展」
12 月 17 日㈯～ 30 日㈮

初飴振る舞い！

1 月 1 日㈰～ 3日㈫
問合せ先／道の駅たかはた　☎52５４３３

第３回  愛・絆・義  紅白歌合戦
日時／ 12 月 11 日㈰ 13 時 30 分開演
場所／米沢市  伝国の杜
前売券／高校生以上 1,000 円、小・中学
　生 500 円、小学生未満無料
問合せ先／絆ねっと委員会　☎40０５２３

12
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
ハ
ギ
ウ
ダ　
　

☎
52
３
４
８
５

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
56
２
１
９
５

▼
㈲
安
部
設
備　
　

☎
57
２
０
６
９

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

▼
申
込
締
切
／
12
月
22
日
㈭

▼
問
合
せ
先
／
Ｎ
ｅ
ｗ
ピ
ュ
ア
ナ
フ

　

ェ
ス
タ

☎
０
９
０（
２
８
４
５
）５
１
８
７

ラ
ス
ト
シ
ン
グ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

自
衛
官
等
募
集

▼
募
集
種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生

　

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈬
10
時
〜
16
時

　

お
よ
び
15
日
㈭
９
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
／
伝
国
の
杜
（
米
沢
市
）

▼
講
師
／
公
認
会
計
士 

五
十
嵐
正
明
氏

▼
内
容
／
企
業
防
衛
の
た
め
の
経
営

　

分
析
・
決
算
書
の
見
方

▼
参
加
費
／
会
員
４
、０
０
０
円

　

一
般
１
０
、０
０
０
円（
資
料
代
と

　

14
日
の
昼
食
代
込
）

▼
持
ち
物
／
電
卓
・
筆
記
用
具

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
米
沢
法
人
会

　

事
務
局　
　
　
　

☎
22
５
４
０
１

企
業
防
衛
の
た
め
の
経
営
分
析

▼
日
時
／
12
月
18
日
㈰
10
時
30
分
〜

　

12
時
（
10
時
開
場
）

▼
場
所
／
ひ
ろ
す
け
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
入
館
券
が
必
要
で
す
。

（
町
内
の
園
児
・
児
童
は
無
料
）

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

【
臨
時
開
館
日
】12
月
24
日
㈯

▼
期
日
／
12
月
25
日
㈰
14
時
〜
18
時

▼
場
所
／
１
部
：
米
沢
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

レ
ー
ン
ズ　

２
部
：
米
沢
中
部
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格
／
結
婚
を
真
剣
に
考
え

　

て
い
る
独
身
男
女

▼
参
加
費
／
男
性
７
、０
０
０
円

　

女
性
２
、０
０
０
円

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具

　

徒（
一
般
）

▼
対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

者
②
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

　

中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間
／
①
随
時
受
付
②
平
成

　

29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
／
①
受
付
時
に
通
知

　

②
１
次
：
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

▼
試
験
場
／
①
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐

　

屯
地
②
山
形
地
方
合
同
庁
舎

▼
問
合
せ
先
／
自
衛
隊
米
沢
地
域
事

　

務
所　
　
　
　
　

☎
23
０
０
１
１

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密

厳
守
・
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
相
談
専
用
電
話
／

　

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

▼
問
合
せ
先
／
山
形
財
務
事
務
所
理

　

財
課
（
山
形
市
）

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

相　

談

▼
融
資
金
額
／
最
高
１
、０
０
０
万

　

円
（
最
長
10
年
）

▼
特
別
金
利（
年
利
）／
２
・
30
％
〜

　

３
・
45
％（
保
証
料
込
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
東
北
労
働
金

　

庫
南
陽
支
店  　

 

☎
40
３
５
１
１

広 告  
 

 
 
 

 
  
 検索



       2016. １２31

Information

Event
Examination
Lecture
Consultationく 報

情
のし

らお
知
ら
せ

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　

地
元
を
大
切
に
考
え
た
教
育
ロ
ー

ン
で
す
。
お
子
様
が
卒
業
後
、
県
内

に
就
職
・
就
業
し
た
場
合
、
そ
れ
以

降
の
利
子
に
対
し
て
元
金
３
０
０
万

円
を
限
度
に
、
教
育
基
金
協
会
か
ら

年
２
・
０
％
の
利
子
補
給
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

▼
用
途
／
高
校
・
短
大
・
大
学
・
専

　

門
学
校
等
の
学
資
金
、
住
居
・
生

　

活
資
金
な
ど

デ
マ
ン
ド
交
通
年
末
年
始

運
行
休
止
に
つ
い
て

　

12
月
29
日
㈭
〜
平
成
29
年
１
月
３

日
㈫
ま
で
、
年
末
年
始
の
た
め
運
行

休
止
と
な
り
ま
す
。
１
月
４
日
㈬
の

乗
車
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
12
月

28
日
㈬
15
時
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先
／

　

デ
マ
ン
ド
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
51
１
２
５
５

　

高
畠
町
商
工
会   

☎
52
０
５
７
６

　

町
産
業
経
済
課   

☎
52
２
０
１
９

税
務
関
係
書
類
を
提
出
す
る
際

に
は
本
人
確
認
が
必
要
で
す

　

税
務
署
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
た
申
告
書
等
の
税
務
関
係
書
類
を

提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
さ
れ
る
ご

本
人
の
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
本
人
確
認
を
行
う
と
き
に
使
用
す

る
書
類
の
例
】

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

　

号
カ
ー
ド
）
の
提
示

②
通
知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
書
類
）＋

　

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の

　

被
保
険
者
証
な
ど
（
身
元
確
認
書

　

類
）
の
提
示

　

調
理
師
法
で
は
、
飲
食
店
等
に
お

い
て
、
調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
調

理
師
は
２
年
ご
と
に
就
業
地
の
都
道

府
県
知
事
に
「
調
理
師
業
務
従
事
者

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
対
象
／
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

　

社
会
福
祉
施
設
、
飲
食
店
な
ど
で

　

調
理
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

▼
届
出
方
法
／
届
出
用
紙
（
各
保
健

　

所
、
県
食
品
安
全
衛
生
課
、
生
活

　

衛
生
同
業
組
合
等
に
配
置
）
に
12

　

月
31
日
現
在
の
状
況
を
記
入
し
、

　

平
成
29
年
１
月
13
日
ま
で
に
最
寄

　

の
保
健
所
生
活
衛
生
課
（
室
）
に

　

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
県
食
品
安
全
衛
生
課

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
３
２
９　

林
業
退
職
金
共
済
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加

入
さ
れ
て
い
た
方
で
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
独
立
行
政
法
人
勤
労

公
立
置
賜
総
合
病
院
か
ら

面
会
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期
を

迎
え
、
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

は
、
免
疫
力
の
低
下
な
ど
で
感
染
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
予
防

の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
無
し
で
は

ご
面
会
す
る
こ
と
を
お
断
わ
り
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
公
立
置
賜
総
合
病
院

☎
46
５
０
０
０　

ご
存
知
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

　

平
成
24
年
の
労
働
契
約
法
の
改
正

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
」（
同
一
の
使
用
者
と
の
間

で
結
ば
れ
た
期
間
の
定
め
の
あ
る
労

働
契
約
が
、
５
年
を
超
え
て
反
復
更

新
さ
れ
た
場
合
、
労
働
者
か
ら
の
申

出
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
契

約
に
転
換
さ
れ
る
仕
組
み
）
が
、
平

成
30
年
４
月
１
日
以
降
本
格
的
に
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
労
使
で
十
分
話

し
合
い
の
上
、
対
応
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
山
形
労
働
局
雇
用
環

　

境
・
均
等
室

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
８

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
で

　

本
人
確
認
を
行
う
場
合
は
、
表
面

　

お
よ
び
裏
面
の
両
方
の
写
し
の
添

　

付
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
米
沢
税
務
署

　

☎
22
６
３
２
０

（
音
声
案
内
に
従
っ
て「
２
」を
選
択
）　

　

者
退
職
金
共
済
機
構

☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７　
広 告

浜
田
広
介
記
念
館
12
月
の
催
し

【
三
原
色
の
ふ
ん
わ
り
色
あ
そ
び
展
】

―
ひ
ろ
す
け
童
話「
光
の
星
」―

▼
期
間
／
12
月
６
日
㈫
〜
25
日
㈰

▼
場
所
／
む
く
ど
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
主
催
／
ｍ
ａ
ｍ
ａ
の
色
工
房
ｉ
ｇ
ｕ
ｎ
ｅ

【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
】

　

た
の
し
い
人
形
劇
、
ジ
ャ
グ
リ
ン

グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ひ
ろ
す
け
童

話
の
紙
芝
居
、
ミ
ニ
縁
日
な
ど

▼
日
時
／
12
月
25
日
㈰
10
時
〜
14
時

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
対
象
／
母
子
、
父
子
家
庭
の
方

▼
参
加
費
／
５
０
０
円

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
等

▼
申
込
締
切
／
12
月
12
日
㈪

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
母
子
会
会
長

☎
０
９
０（
４
０
４
８
）６
６
４
１

催　

し

募　

集

伝言板
道の駅たかはた情報
＝　館内展示　＝

☆「Ｆ 2.8 倶楽部写真展」
12 月１日㈭～ 15 日㈭

☆「まほろば百景絵画展」
12 月 17 日㈯～ 30 日㈮

初飴振る舞い！

1 月 1 日㈰～ 3日㈫
問合せ先／道の駅たかはた　☎52５４３３

第３回  愛・絆・義  紅白歌合戦
日時／ 12 月 11 日㈰ 13 時 30 分開演
場所／米沢市  伝国の杜
前売券／高校生以上 1,000 円、小・中学
　生 500 円、小学生未満無料
問合せ先／絆ねっと委員会　☎40０５２３

12
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
ハ
ギ
ウ
ダ　
　

☎
52
３
４
８
５

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
56
２
１
９
５

▼
㈲
安
部
設
備　
　

☎
57
２
０
６
９

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

▼
申
込
締
切
／
12
月
22
日
㈭

▼
問
合
せ
先
／
Ｎ
ｅ
ｗ
ピ
ュ
ア
ナ
フ

　

ェ
ス
タ

☎
０
９
０（
２
８
４
５
）５
１
８
７

ラ
ス
ト
シ
ン
グ
ル
ク
リ
ス
マ
ス

自
衛
官
等
募
集

▼
募
集
種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生

　

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈬
10
時
〜
16
時

　

お
よ
び
15
日
㈭
９
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所
／
伝
国
の
杜
（
米
沢
市
）

▼
講
師
／
公
認
会
計
士 

五
十
嵐
正
明
氏

▼
内
容
／
企
業
防
衛
の
た
め
の
経
営

　

分
析
・
決
算
書
の
見
方

▼
参
加
費
／
会
員
４
、０
０
０
円

　

一
般
１
０
、０
０
０
円（
資
料
代
と

　

14
日
の
昼
食
代
込
）

▼
持
ち
物
／
電
卓
・
筆
記
用
具

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
米
沢
法
人
会

　

事
務
局　
　
　
　

☎
22
５
４
０
１

企
業
防
衛
の
た
め
の
経
営
分
析

▼
日
時
／
12
月
18
日
㈰
10
時
30
分
〜

　

12
時
（
10
時
開
場
）

▼
場
所
／
ひ
ろ
す
け
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
入
館
券
が
必
要
で
す
。

（
町
内
の
園
児
・
児
童
は
無
料
）

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

☎
52
３
８
３
８

【
臨
時
開
館
日
】12
月
24
日
㈯

▼
期
日
／
12
月
25
日
㈰
14
時
〜
18
時

▼
場
所
／
１
部
：
米
沢
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

レ
ー
ン
ズ　

２
部
：
米
沢
中
部
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格
／
結
婚
を
真
剣
に
考
え

　

て
い
る
独
身
男
女

▼
参
加
費
／
男
性
７
、０
０
０
円

　

女
性
２
、０
０
０
円

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具

　

徒（
一
般
）

▼
対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

　

者
②
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

　

中
卒（
見
込
含
）17
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間
／
①
随
時
受
付
②
平
成

　

29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
／
①
受
付
時
に
通
知

　

②
１
次
：
平
成
29
年
１
月
21
日
㈯

▼
試
験
場
／
①
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐

　

屯
地
②
山
形
地
方
合
同
庁
舎

▼
問
合
せ
先
／
自
衛
隊
米
沢
地
域
事

　

務
所　
　
　
　
　

☎
23
０
０
１
１

　

東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密

厳
守
・
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
／
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
相
談
専
用
電
話
／

　

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
２
０
１

▼
問
合
せ
先
／
山
形
財
務
事
務
所
理

　

財
課
（
山
形
市
）

☎
０
２
３（
６
４
１
）５
１
７
８

借
金
に
関
す
る
相
談
窓
口

相　

談

▼
融
資
金
額
／
最
高
１
、０
０
０
万

　

円
（
最
長
10
年
）

▼
特
別
金
利（
年
利
）／
２
・
30
％
〜

　

３
・
45
％（
保
証
料
込
）

▼
申
込
・
問
合
せ
先
／
東
北
労
働
金

　

庫
南
陽
支
店  　

 
☎
40
３
５
１
１

広 告  
 

 
 
 

 
  
 検索



この広報紙は古紙配合率 70％の再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

たかはたブランド認証商品募集中
TAKAHATA BRAND "たかはた "でしか作れないものを全国へ発信し、

　　　　　　　　　　　　　　おいしさと熱い思いを伝えたい

募集要件

募集期間
12月５日㈪
～１月11日㈬

審査会
２月開催

たかはたブランドの６つのお約束が守られること

　要綱および申請書は町ホームページにてダウンロードして
いただくか町産業経済課までお問合せください。
　申請書に必要事項を記入し町産業経済課にご提出ください。
▶問合せ先／たかはたブランド事務局
　　　　　　町産業経済課観光交流係　☎（52）４４８２

　認証されると、町
が主催する首都圏や
仙台圏での物産展な
どに出展することが
でき、多くの人にお
いしさや作り手の思
いを届けることがで
きます。自慢の商品
が高畠町を代表する
商品に！

①町内で製造される「加工食品」であること。
②「おいしさ」「こだわり」「デザイン性」「市場性」からみて消費者に対して感動や共感を
    あたえる食の要素があること。
③法令を順守していること。
④環境に配慮した製造・生産を行い、商品や食品容器の素材も環境に配慮していること。
⑤生産者情報を公開できる仕組みがあること。
⑥苦情等について、誠意ある迅速な対応ができること。

「脳とからだのいきいき教室」参加者募集
～認知症予防のために～

講話や実技を通して脳とからだの健康に効果の
ある運動のしかたや、楽しく無理なく続けられる方
法を学びます。認知症に関心のある方、簡単な運動
をしたい方など、ぜひ、ご友人や仲間とお誘い合わ
せの上ご参加ください。
※この教室は介護保険料等を財源としています。

期　日 内　容
１ 12/13㈫ 脳と体を元気にする運動について　　
２ 12/20㈫ 体ほぐしと脳トレ体操
３  １/17㈫ 手軽な運動とリズム体操
４  １/31㈫ 手軽な運動とリズム体操
５ ２/14㈫ これまでのおさらい、まとめ
※期日と内容は変更になる場合があります。

▶対象／ 65歳以上で着替えや移動が自立で行える方
　　　　（原則として全５回参加可能な方）
▶募集人数／ 30人（先着順）
▶時間／各回とも13時30分～15時
▶場所／和田地区公民館　ホール

○日時／12月14日㈬　９時30分～12時
○場所／町中央公民館201研修室
○参加費／ 800 円（せっけんセット付）

○申込締切／ 12月 12日㈪
○申込・問合せ先／町生活環境課環境係　☎（52）１２１５

➡

たかはたかんきょう塾　恒例！年末年始はこれでバッチリ！

ガンコな汚れもピカピカに！換気扇のベタベタがあっという間に取れる！

手荒れの心配もない石けんでナチュラルクリーニング体験してみませんか！

○定員／ 20人（先着順）

試食メニュー

・アヒージョ
・ピクルス
・トマトソースの煮込み料理
・かぼちゃのポタージュ
・パン・デザート
※メニューは変更になる場合
があります。

▶講師／県立米沢栄養大学　加
かとう

藤　守
もりまさ

匡 氏
　　　　鹿俣体育研究所　　鹿

かのまた

俣　由
ゆ み

美 氏
▶申込締切／ 12月９日㈮まで電話にて
▶申込・問合せ先／町福祉課包括支援係　☎（52）４４９５
　　　　　　　　　和田地区公民館             ☎（56）３００６

ぴかぴか大掃除講座＆作り置きできるパーティごはん

発  

行 

／ 

山
形
県
高
畠
町

編  

集 

／ 

高
畠
町
企
画
財
政
課　

☎
52
４
４
７
６

発
行
部
数 

／ 

７
、７
０
０
部

印　

刷 

／ 

㈲ 

寄
清
堂
印
刷

題　

字 

／ 

高
畠
町
長　

寒
河
江　

信


